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第４章　先端技術情報例

★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
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連
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�

C
 情
報
通
信
�

01
-a

1
1

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
�

,E
D
A
,高
周
波
�

,回
路
,設
計
�

LS
I,回
路
,設
計
�

半
導
体
�

高
周
波
回
路
の
統
�

合
E
D
A
ツ
ー
ル
�

「
A
ns
o
ft
 D
es
ig
�

ne
r」
�

「
A
ns
o
ft
　
D
es
ig
ne
r」
は
、
米
A
ns
o
ft
　
C
o
rp
．
の
高
周
波
回
路
の
試
作
回
数
を
大
幅
に
削
減
で
き
る

統
合
E
D
A
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
高
周
波
回
路
設
計
で
は
、
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
上
で
は
考
慮
し
て
い
な
い
電
磁

干
渉
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
試
作
し
た
回
路
が
設
計
通
り
に
動
作
せ
ず
、
設
計
と
試
作
を
繰
り
返
す
こ
と
が

多
い
。
回
路
図
上
の
コ
イ
ル
を
実
際
に
試
作
す
る
と
、
コ
イ
ル
の
3次
元
的
な
形
状
に
起
因
す
る
寄
生
容
量

な
ど
に
よ
り
設
計
通
り
に
は
動
作
し
な
い
な
ど
、
理
論
値
と
実
測
値
と
の
違
い
に
よ
る
試
作
回
数
の
増
加
は

、
回
路
の
高
周
波
化
と
高
密
度
化
に
よ
っ
て
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
周
波
回
路
設
計
で
は
、
回

路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、
電
磁
界
解
析
ツ
ー
ル
を
併
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
別
の
E
D
A
ツ
ー
ル
の
た
め
、
デ
ー
タ
形
式
を
変
換
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、

さ
ら
に
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
の
連
携
も
求
め
ら

れ
る
た
め
効
率
的
な
作
業
が
で
き
な
い
。
 「
A
n
so
ft
　
D
es
ig
n
er
」
は
、
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、
電
磁
解

析
ツ
ー
ル
及
び
シ
ス
テ
ム
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
機
能
を
1パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
統
合
し
て
、
操
作
性
を
向
上
さ
せ

、
中
間
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
せ
ず
に
各
ツ
ー
ル
機
能
を
使
え
る
製
品
で
あ
る
。
�

日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�

01
-a

2
1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

,プ
ロ
セ
ッ
サ
,�

パ
ケ
ッ
ト
,セ
キ
�

ュ
リ
テ
ィ
�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

パ
ソ
コ
ン
,ワ
�

ー
ク
ス
テ
ー
シ
�

ョ
ン
,企
業
�

20
02
／
10
／
17
イ
ン
テ
ル
(R
)IX
P
�

28
50
ネ
ッ
ト
ワ
�

ー
ク
・
プ
ロ
セ
ッ
�

サ
�

IX
P
28
50
は
、
イ
ン
テ
ル
株
式
会
社
の
IX
P
28
00
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
の
一
つ
で

、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
で
か
つ
高
性
能
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

で
あ
る
。
同
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
高
い
パ
ケ
ッ
ト
処
理
能
力
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
シ
ン
グ
ル
チ
ッ
プ

で
提
供
し
、
複
数
の
W
eb
サ
ー
バ
間
の
ロ
ー
ド
・
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ッ
チ
は
サ

ー
ビ
ス
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
内
部
の
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
に
よ
り
、
10
G
ビ
ッ
ト
／
秒
の
速
度
で
、
3D
E
S
、
A
E
S
や
S
H
A
-1
な
ど
の
暗
号
や
デ
ー
タ
整
合
性

の
標
準
規
格
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
と
ス
テ
ー
ト
情
報
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
間
で
共
有
す
る

と
と
も
に
、
メ
モ
リ
サ
イ
ズ
や
消
費
電
力
を
最
小
化
し
、
機
器
の
基
板
面
積
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
開
発
は
IX
D
P
28
00
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
利
用
で
き
る
。
�

イ
ン
テ
ル
�

01
-a

2
3

動
的
,プ
ロ
セ
ッ
�

サ
,L
S
I,メ
モ
リ
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

,携
帯
,企
業
�

20
02
／
10
／
16
動
的
構
成
プ
ロ
セ
�

ッ
サ
LS
I開
発
�

N
E
C
が
開
発
し
た
動
的
構
成
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
LS
I内
に
多
数
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
用
意
し
、
そ
の
間
の
接
続

を
1サ
イ
ク
ル
ご
と
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
処
理
の
延
長
線
上
に
あ
り
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
に
近
い
高
速
処
理
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
あ
る
。
こ
の
チ
ッ
プ
は
0.
15
μ
m
C
M
O
S
プ
ロ
セ
ス
を

用
い
、
51
2個
の
並
列
単
位
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
2.
2M
ビ
ッ
ト
の
内
部
デ
ー
タ
格
納
メ
モ
リ
、
外
部
メ
モ
リ
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
、
P
C
Iコ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な
ど
を
搭
載
し
て
い
る
。
設
計
ツ
ー
ル
は
Li
nu
xベ
ー
ス
で
あ
り
、
C
言
語

で
記
述
し
た
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
評
価
L
S
Iへ
の
最
適
な
回
路
へ
の
自
動
生
成
を
行
う
。
ま
た
、
実
際
の

シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
評
価
が
可
能
な
評
価
ボ
ー
ド
も
あ
り
、
実
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
評
価
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
処
理
の
柔
軟
性
と
ハ
ー
ド
処
理
の
高
性
能
な
特
徴
を

併
せ
持
つ
シ
ス
テ
ム
LS
Iが
実
現
で
き
る
。
�

N
E
C

01
-a

2
1

R
F
,周
波
数
,容
�

量
,伝
送
�

回
路
,設
計
,企
�

業
�

20
02
／
10
／
�
R
F
素
子
測
定
に
�

お
け
る
誤
差
除
去
�

手
法
�

S
A
W
（
su
rf
ac
e　
ac
o
u
st
ic
　
w
av
e）
フ
ィ
ル
タ
や
L
N
A
（
低
雑
音
ア
ン
プ
）
な
ど
R
F
（
高
周
波
）
素

子
測
定
で
は
、
扱
う
周
波
数
が
数
G
H
zと
高
く
な
る
と
、
浮
遊
容
量
な
ど
の
影
響
が
大
き
く
な
り
、
正
確
な

測
定
値
が
得
に
く
く
な
る
が
、
ア
ジ
レ
ン
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
誤
差
の
影
響
を
あ
ら
か
じ
め
見
積
も
っ

て
自
動
校
正
す
る
手
法
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
常
に
同
一
条
件
で
の
測
定
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
既
存

の
校
正
手
法
よ
り
正
確
な
測
定
結
果
を
得
ら
れ
る
。
開
発
し
た
手
法
は
、
治
具
に
3種
類
の
校
正
用
基
板
を

そ
れ
ぞ
れ
接
続
し
治
具
の
伝
送
特
性
（
S
パ
ラ
メ
ー
タ
）
測
定
す
る
。
こ
の
測
定
結
果
か
ら
、
治
具
が
持
つ

伝
送
特
性
を
算
出
し
て
ア
ナ
ラ
イ
ザ
に
記
憶
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
素
子
測
定
時
に
は
、
こ
の
伝
送
特
性
か

ら
治
具
の
影
響
に
よ
る
余
計
な
成
分
を
演
算
に
よ
っ
て
取
り
除
く
。
ま
た
、
同
社
は
、
治
具
の
伝
送
特
性
の

測
定
と
、
こ
の
影
響
を
演
算
に
よ
っ
て
取
り
除
く
工
程
を
自
動
化
し
た
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
意
す
る
。
�

日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�

01
-a

2
1

プ
ロ
セ
ッ
サ
,サ
�

ー
バ
,プ
ロ
セ
ス
�Ｉ
Ｔ
,パ
ソ
コ
�

ン
,ネ
ッ
ト
ワ
�

ー
ク
,サ
ー
バ
,�

企
業
�

20
02
／
10
／
23
イ
ン
テ
ル
・
デ
�

ベ
ロ
ッ
パ
・
フ
ォ
�

ー
ラ
ム
（
ID
F
）
�

 F
al
l 2
00
2

イ
ン
テ
ル
株
式
会
社
は
、
ID
F
 F
al
l 2
00
2に
お
い
て
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
向
け
プ
ロ
セ
ッ
サ
It
an
iu
m
プ

ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
の
後
継
製
品
で
あ
る
「
M
ad
is
o
n（
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
）
」
を
搭
載
し
た
サ
ー
バ
・
シ

ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
日
本
で
行
っ
た
。
基
調
講
演
の
中
で
、
It
an
iu
m
u2
プ
ロ
セ

ッ
サ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
優
れ
た
ス
レ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
と
そ
れ
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
実
現
性
と
「
M
ad
is
o
n」
が
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
シ
ー
ム
レ
ス
な
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
が
可
能
で
あ
る
こ
と
示
し
、
将
来
の
It
a
n
iu
m
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
で
の
互
換
性
を
示
し
た
。
「

M
ad
is
o
n
」
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
ル
ー
ル
が
0.
13
μ
m
と
な
る
It
an
iu
m
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
の
第
三
弾

と
な
る
製
品
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
最
大
It
an
iu
m
2の
倍
と
な
る
6M
B
の
L
3キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
持
ち

、
It
an
iu
m
2プ
ロ
セ
ッ
サ
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
互
換
を
維
持
し
、
互
換
性
に
よ
る
投
資
保

護
を
十
分
発
揮
で
き
る
製
品
で
あ
る
。
�

イ
ン
テ
ル
�

20
02
／
10
／
�

�
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キ
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ド
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源
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�

情
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タ
イ
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ル
�
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文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

01
-a

4
1

信
号
,タ
イ
ヤ
,空
�

気
,リ
ム
,直
接
�

�

車
,タ
イ
ヤ
,企
�

業
�

20
02
／
10
／
18
タ
イ
ヤ
空
気
圧
測
�

定
専
用
の
信
号
処
�

理
チ
ッ
プ
�

オ
ラ
ン
ダ
R
o
ya
l P
hi
lip
s 
E
le
ct
ro
ni
cs
社
は
、
今
後
10
年
以
内
に
は
標
準
装
備
と
な
り
、
20
04
年
か
ら

米
国
内
で
販
売
す
る
新
車
へ
の
装
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
自
動
車
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
測
定
と
識
別
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
行
う
信
号
処
理
チ
ッ
プ
「
P
2S
C
」
を
開
発
し
た
。
同
チ
ッ
プ
を
空
気
圧
セ
ン
サ
、
U
H
F
ア

ン
テ
ナ
、
L
F
（
低
周
波
数
）
コ
イ
ル
及
び
電
池
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
タ
イ
ヤ
の
リ
ム
に
組
み
込
み
、

各
タ
イ
ヤ
の
そ
ば
に
一
個
ず
つ
の
L
F
送
信
機
、
車
体
中
央
部
に
U
H
F
受
信
機
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
直
接
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
直
接
型
の
シ
ス

テ
ム
は
、
間
接
型
と
比
べ
て
空
気
圧
を
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
チ
ッ
プ
は
過

酷
な
自
動
車
環
境
で
の
性
能
が
実
証
済
み
で
、
最
大
20
00
G
の
衝
撃
や
最
大
17
5℃
の
高
温
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
�

・
N
H
T
S
A
、
タ
イ
ヤ
空
気
圧
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
義
務
付
け
  ・
多
く
の
米
国
ド
ラ
イ
バ
ー

は
擦
り
切
れ
た
タ
イ
ヤ
を
使
っ
て
い
る
  ・

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、
急
激
な
空
気
漏
れ
に
対
応

す
る
タ
イ
ヤ
の
安
全
装
置
  ・
カ
ー
ブ
の
進

行
方
向
を
照
ら
す
前
照
灯
が
搭
載
可
能
に
  

・
日
産
、
新
型
「
キ
ュ
ー
ブ
」
に
も
新
型
「

マ
ー
チ
」
と
同
じ
電
動
式
4
W
D
搭
載
車
  ・

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
：
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、

安
全
装
置
「
A
IR
C
E
P
T
」
を
出
展
�

01
-a

2
1

チ
ュ
ー
ナ
,モ
ジ
�

ュ
ー
ル
,小
型
,�

薄
型
�
�

�

パ
ソ
コ
ン
,P
D
�

A
,電
話
,モ
バ
イ
�

ル
,企
業
�

�

B
iz
T
ec
h
20
02
／
10
／
22
モ
バ
イ
ル
機
器
向
�

け
の
小
型
チ
ュ
ー
�

ナ
ー
・
モ
ジ
ュ
ー
�

ル
 

ソ
ニ
ー
株
式
会
社
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
P
D
A
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
で
の
用
途
を
目
的
と
し
た
、

国
内
の
現
行
地
上
派
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
で
き
る
小
型
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
B
T
F
-Z
J4
01
」

（
モ
ノ
ラ
ル
音
声
）
と
「
B
T
F
-Z
J4
1
1
」
（
ス
テ
レ
オ
／
音
声
多
重
放
送
対
応
）
を
開
発
し
た
。
「

B
T
F
-Z
J4
0
1
」
は
容
積
1
.5
m
lで
重
量
3
.5
g
と
超
小
型
、
軽
量
で
あ
り
、
「
B
T
F
-Z
J4
1
1
」
は
容
積

2.
5m
lで
重
量
4g
で
あ
る
。
こ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
高
周
波
部
と
復
調
部
の
機
能
を
専

用
の
半
導
体
を
開
発
し
、
発
信
器
や
増
幅
器
な
ど
を
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
小
型
・
薄
型
化
を
実
現

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
B
T
F
-Z
J4
01
」
は
0.
8W
の
低
消
費
電
力
で
あ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
機
器
へ
の

搭
載
を
容
易
に
し
て
い
る
�

・
携
帯
端
末
に
組
み
込
む
地
上
波
テ
レ
ビ
放

送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
--
ソ
ニ
ー
　
・
日
本
サ
ム

ス
ン
が
液
晶
T
V
日
本
市
場
参
入
、
世
界
最
大

の
40
型
な
ど
　
・
ソ
ニ
ー
、
ネ
ッ
ト
接
続
可

能
な
家
庭
用
A
V
サ
ー
バ
ー
製
品
群
　
・
家
中

ど
こ
で
も
移
動
可
能
な
ワ
イ
ヤ
レ
ス
液
晶
テ

レ
ビ
--
東
芝
　
・
ソ
ニ
ー
、
50
型
プ
ラ
ズ
マ

T
V
な
ど
で
信
号
処
理
に
独
自
技
術
　
・
米

In
te
lが
消
費
電
力
と
発
熱
を
抑
え
る
新
た
な

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
構
造
を
発
表
　
・
C
E
A
T
E
C

：
大
型
・
高
精
細
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

各
社
が
出
展
�

01
-a

2
5

シ
リ
コ
ン
,C
P
�

U
,コ
ン
ピ
ュ
ー
�

タ
,メ
モ
リ
,液
晶
�携
帯
,家
電
,パ
�

ソ
コ
ン
,電
話
�
IT
P
ro

20
02
／
10
／
22
C
G
シ
リ
コ
ン
を
�

使
っ
て
液
晶
ガ
ラ
�

ス
基
板
に
C
P
U
を
�

形
成
�

シ
ャ
ー
プ
と
半
導
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
は
C
G
シ
リ
コ
ン
（
C
o
nt
in
uo
us
 G
ra
in
 S
ili
co
n，
連
続
粒
界
結

晶
シ
リ
コ
ン
）
を
使
っ
て
液
晶
の
ガ
ラ
ス
基
板
に
C
P
U
を
形
成
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。
ガ
ラ
ス
基
板
上

に
C
P
U
や
メ
モ
リ
を
搭
載
で
き
れ
ば
、
シ
ー
ト
形
状
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
作
れ
る
こ
と
に
な
る
。
C
G
シ
リ

コ
ン
は
一
つ
一
つ
の
粒
子
が
大
き
く
形
が
均
一
な
た
め
、
ほ
ぼ
一
般
的
な
単
結
晶
シ
リ
コ
ン
と
同
程
度
の
電

子
の
移
動
速
度
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
C
P
U
の
よ
う
な
高
速
動
作
が
必
要
な
論
理
回
路
を
液
晶
の
ガ
ラ

ス
基
板
上
に
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
回
の
開
発
で
は
、
液
晶
パ
ネ
ル
の
ガ
ラ
ス
基
板
に
L
S
I

を
実
装
す
る
第
一
歩
と
し
て
厚
さ
0.
7m
m
の
ガ
ラ
ス
基
板
上
に
3M
H
zの
8ビ
ッ
ト
C
P
U
で
あ
る
Z
80
を
実

装
し
た
。
今
後
、
同
社
で
は
シ
ー
ト
上
の
液
晶
パ
ネ
ル
に
C
P
U
な
ど
を
搭
載
し
た
製
品
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
C
G
シ
リ
コ
ン
は
粒
子
が
均
一
な
の
で
高
密
度
化
で
き
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
は
高
精
彩
化

で
き
る
。
�

・
舞
台
は
回
る
―
―
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
の
可
能

性
と
課
題
 (
2
0
0
2
/1
0
/2
1
)，
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
（
キ
ー
ワ
ー
ド
3
分
間
講
座
）
 

(2
0
0
2
/1
0
/1
7
)，
・
「
2
0
0
2
年
Q
2
に
お
け
る

世
界
L
C
D
モ
ニ
タ
ー
の
出
荷
台
数
は
前
期
比
3

％
減
の
73
0万
台
」
，
米
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー

チ
 (
2
0
0
2
/1
0
/0
7
)，
・
「
1
0
イ
ン
チ
以
上
の

液
晶
テ
レ
ビ
は
2
0
0
6
年
ま
で
年
平
均
成
長
率

92
%
で
拡
大
」
，
米
D
is
p
la
yS
ea
rc
hが
世
界

液
晶
T
V
市
場
の
調
査
結
果
を
発
表
 

(2
0
0
2
/0
9
/2
8
)，
・
「
2
0
0
2
年
Q
2
の
小
／
中

型
LC
D
出
荷
台
数
が
復
活
，
シ
ェ
ア
順
位
に
大

き
な
変
動
」
，
米
D
is
p
la
yS
e
a
rc
h
の
調
査
 

(2
00
2/
09
/1
2)
，
・
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
，
「
持

ち
運
び
目
的
の
ノ
ー
ト
P
C
市
場
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
P
C
で
約
2
5
％
拡
大
さ
せ
た
い
」
 

(2
0
0
2
/0
8
/2
8
)，
・
モ
ニ
タ
ー
向
け
の
大
型

T
F
T
液
晶
パ
ネ
ル
生
産
，
日
本
は
3
位
に
転
落
 

(2
0
0
2
/0
7
/2
5
)，
・
「
Q
1
の
L
C
D
モ
ニ
タ
ー

出
荷
台
数
は
前
期
比
1
7
％
増
で
過
去
最
高
の

7
4
7
万
台
」
と
米
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー
チ
 

(2
00
2/
07
/0
5)
，
・
米
イ
ー
イ
ン
ク
が
カ
ラ
ー

電
子
ペ
ー
パ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
デ
モ
，

20
03
年
に
は
白
黒
版
，
20
04
年
に
は
カ
ラ
ー

版
を
商
品
化
へ
 (2
00
2/
07
/0
2)

B
iz
T
ec
h
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第４章　先端技術情報例

★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

01
-a

4
7

ID
,ア
ン
テ
ナ
,ナ
�

ン
バ
ー
�

�

車
,ナ
ン
バ
ー
,�

建
設
�

20
02
／
10
／
18
通
信
機
能
付
き
ナ
�

ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
�

ト
�

デ
ン
ソ
ー
は
、
通
信
機
能
を
備
え
た
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
の
ID
を
番
号

を
格
納
し
た
3c
m
角
程
度
の
R
F
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
に
取
り
付
け
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ID
番
号
は
、
路
側
帯
な
ど
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て
読
み
取
ら
れ
、
交
通
渋
滞
解
消
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
。
ア
ン
テ
ナ
と
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
間
の
通
信
は
、
D
S
R
C
技
術
を
用
い
て
い
る
。
�

・
IT
S
：
デ
ン
ソ
ー
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
IT
S

」
関
連
技
術
を
展
示
　
・
デ
ン
ソ
ー
、
薄
型
で

低
価
格
の
E
T
C
車
載
器
を
展
示
　
・
松
下
通
信

工
業
、
体
積
が
1c
m
3と
小
さ
い
G
P
S
受
信
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
展
示
　
・
富
士
通
テ
ン
、
ミ
リ
波
レ

ー
ダ
と
C
M
O
S
カ
メ
ラ
を
一
体
化
し
た
車
載
セ

ン
サ
を
展
示
　
・
独
D
ai
m
le
rC
h
ry
sl
er
、
P
D
A

を
用
い
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
開
発

　
・
ト
ヨ
タ
、
IT
S
機
能
満
載
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

・
カ
ー
を
展
示
　
・
IT
S
：
米
国
シ
カ
ゴ
で
開
幕

、
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
20
0程
度
�

01
-a

2
1

C
V
D
,低
温
,成
�

膜
,パ
ー
テ
ィ
ク
�

ル
,チ
ャ
ン
バ
�

LS
I,半
導
体
,�

企
業
�

日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�

20
02
／
10
／
�
三
菱
重
工
業
の
C
�

V
D
市
場
へ
の
参
�

入
�

三
菱
重
工
業
は
、
F
eR
A
M
や
3次
元
配
線
技
術
を
使
う
L
S
Iに
利
用
で
き
る
、
低
温
処
理
で
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の

プ
ラ
ズ
マ
C
V
D
装
置
を
開
発
し
た
。
C
V
D
市
場
で
は
他
社
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
る
が
、
同
社
は
比
較
的
特

殊
な
低
温
処
理
技
術
を
使
う
市
場
に
絞
っ
て
参
入
し
た
。
低
温
処
理
の
C
V
D
は
材
料
に
与
え
る
損
傷
が
少
な
い
た

め
、
B
S
T
や
P
Z
T
の
よ
う
な
強
誘
電
体
材
料
を
使
う
プ
ロ
セ
ス
や
、
成
膜
回
数
が
多
く
な
る
3次
元
配
線
を
使
う

プ
ロ
セ
ス
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
N
F
3の
発
生
量
を
抑
え
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時
間
そ
の
も
の
を
短
縮
し
、
チ
ャ

ン
バ
内
に
堆
積
し
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
の
原
因
と
な
る
N
F
3の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
間
隔
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

20
0m
m
ウ
エ
ハ
で
は
15
枚
／
時
、
30
0m
m
ウ
エ
ハ
で
は
9枚
／
時
の
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
を
達
成
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
不
良
の
原
因
と
な
る
チ
ャ
ン
バ
内
に
発
生
す
る
H
2の
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
20
0m
m
ウ
エ

ハ
に
お
け
る
膜
厚
の
バ
ラ
つ
き
は
、
ウ
エ
ハ
内
、
ウ
エ
ハ
間
ど
ち
ら
も
平
均
値
の
最
大
±
5％
と
な
っ
て
い
る
。
�

01
-a

1
1

追
跡
,高
感
度
,�

自
動
�
�

�

カ
メ
ラ
,軍
需
,�

企
業
�

�

自
動
追
跡
カ
メ
ラ
�

技
術
�

東
芝
は
、
世
界
で
初
め
て
背
景
に
関
係
な
く
、
高
速
で
動
く
物
体
を
カ
メ
ラ
が
自
動
追
跡
で
き
る
技
術
を
開
発
し

た
。
こ
の
技
術
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
の
高
感
度
化
技
術
と
高
速
度
画
像
を
用
い
た
高
精
度
な
動
き
解
析
技
術

を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
自
動
追
跡
技
術
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
の
画
像
取
り
込
み
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
る

と
、
光
量
が
不
足
し
て
感
度
が
低
下
す
る
問
題
が
あ
っ
た
。
新
技
術
で
は
取
り
込
ん
だ
画
像
を
フ
ィ
ル
タ
ー
処
理

に
よ
っ
て
明
る
く
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
背
景
に
関
係
な
く
物
体
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
画
像
の
取
り
込
み
ス
ピ
ー
ド
を
10
00
回
／
sと
高
速
化
し
、
高
精
度
な
動
き
検
出
技
術
を
開
発
し
た
こ
と

で
、
カ
メ
ラ
か
ら
15
m
の
距
離
で
あ
れ
ば
10
0k
m
／
hの
物
体
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
実
用

化
に
向
け
複
雑
な
動
き
の
中
で
も
物
体
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
技
術
改
善
を
行
い
、
高
速
動
画
像

処
理
LS
Iと
し
て
製
品
化
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
�

01
-a

1
1

M
eP
,S
i,デ
ザ
�

イ
ン
,IP
,プ
ロ
�

バ
イ
ダ
�
�

�

半
導
体
,ソ
フ
ト
,�

デ
ザ
イ
ン
,企
業
�

�

日
経
エ
レ
�

ク
ト
ロ
ニ
�

ク
ス
 / 
N
E�

O
N
LI
N
E

20
03
／
2／
28

東
芝
の
「
M
eP
」
�

パ
ー
ト
ナ
が
31
社
�

に
拡
大
，
「
基
本
�

的
な
開
発
環
境
は
�

整
っ
た
」
 

東
芝
の
機
能
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
わ
せ
て
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
可
能
な
コ
ン
フ
ィ
ギ
ャ
ラ
ブ

ル
・
プ
ロ
セ
サ
「
M
eP
（
M
ed
ia
 e
m
b
ed
d
ed
 P
ro
ce
ss
o
r）
」
に
関
す
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
が
31
社
に

拡
大
し
た
。
こ
に
よ
り
、
東
芝
は
「
基
本
的
な
開
発
環
境
は
整
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ

は
20
02
年
10
月
の
段
階
で
は
21
社
で
あ
っ
た
が
、
今
回
新
た
に
10
社
加
わ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る

。
(a
)S
iフ
ァ
ウ
ン
ド
リ
：
中
国
G
ra
c
e
 S
e
m
ic
o
n
d
u
c
to
r 
M
a
n
u
fa
c
tu
ri
n
g
 C
o
rp
.（
G
S
M
C
）
、
中
国

S
em
ic
o
nd
uc
to
r 
M
an
uf
ac
tu
ri
ng
 In
te
rn
at
io
na
l C
o
rp
.（
S
M
IC
）
の
2社
、
(b
)デ
ザ
イ
ン
・
ハ
ウ
ス
お
よ
び
IP

プ
ロ
バ
イ
ダ
：
米
A
rc
ad
ia
 D
es
ig
n 
S
ys
te
m
s 
 In
c.
、
仏
D
o
lp
hi
n 
In
te
g
ra
tio
n社
、
英
E
lix
en
t 
Lt
d
.、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
F
T
D
 T
ec
hn
o
lo
g
y 
P
te
 L
td
.、
韓
国
S
Li
M
 T
ec
hn
o
lo
g
y 
C
o
.  
Lt
d
.、
米
S
o
ni
cs
  I
nc
.の
6社
、
(c
)ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
・
ハ
ウ
ス
：
イ
ン
ド
S
as
ke
n
 C
o
m
m
u
n
ic
at
io
n
 T
ec
h
n
o
lo
g
ie
s 
L
td
.、
イ
ン
ド
S
o
C
ra
te
s 
S
o
ft
w
ar
e 

In
d
ia
 P
te
 L
td
.の
2社
�

関
連
記
事
・
N
E
C
E
L
，
0
.1
3
μ
m
向
け
に
米

V
ir
ag
eの
メ
モ
リ
ー
IP
を
利
用
・
米
V
ir
ag
e，
メ

モ
リ
ー
IP
で
米
A
tm
e
lと
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

拡
大
・
英
T
T
P
C
o
m
，
米
C
a
d
e
n
c
e
 D
e
s
ig
n
 

F
o
u
n
d
ry
か
ら
IE
E
E
8
0
2
.1
1
の
IP
を
取
得
・

8
0
2
.1
1
a
の
ベ
ー
ス
バ
ン
ド
回
路
の
IP
コ
ア
，

N
e
w
L
o
g
ic
社
が
発
表
（
発
表
資
料
抄
訳
）
・
「

F
P
G
A
 1
チ
ッ
プ
で
H
D
T
V
画
質
の
M
P
E
G
－
2
デ

コ
ー
ダ
」
，
　
L
S
Iシ
ス
テ
ム
ズ
が
新
IP
コ
ア
・

R
am
b
u
s社
，
速
度
10
G
ビ
ッ
ト
/秒
の
「
R
aS
er
 

X
」
開
発
・
「
IP
 B
a
se
d
 S
o
C
 D
e
si
g
n
」
が
開

幕
，
テ
ー
マ
は
「
IP
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
」
・
米

V
ir
a
g
e
 L
o
g
ic
が
ロ
ジ
ッ
ク
IP
市
場
に
新
規
参
入

・
D
en
al
i社
の
メ
モ
リ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
IP
コ
ア

，
　
IB
M
社
A
S
IC
の
認
定
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
（
発
表

資
料
抄
訳
）
�

B
iz
Te
ch

01
-a

1
1

半
導
体
,ウ
エ
ハ
�半
導
体
,L
S
I,�

企
業
�

20
02
／
9／
20

中
国
S
M
IC
の
日
�

本
進
出
�

中
国
・
上
海
に
三
つ
の
製
造
工
場
を
持
つ
半
導
体
受
託
製
造
（
フ
ァ
ン
ド
リ
）
を
事
業
と
し
て
い
る
上
海
の
中
心

国
際
集
成
電
路
製
造
社
（
S
M
IC
：
S
em
ic
o
n
d
u
ct
o
r 
M
an
u
fa
ct
u
ri
n
g
 In
er
n
at
io
n
al
）
は
全
世
界
に
顧
客
を

約
65
社
持
っ
て
お
り
、
約
80
～
85
製
品
を
製
造
し
て
い
る
が
、
日
本
の
顧
客
は
東
芝
と
富
士
通
の
2社
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
20
02
年
9月
に
日
本
法
人
「
S
M
IC
ジ
ャ
パ
ン
」
を
設
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「

S
M
IC
ジ
ャ
パ
ン
」
の
目
的
は
、
日
本
の
半
導
体
産
業
の
状
況
や
日
本
の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
日
本
の
顧
客
の

増
大
、
日
本
の
顧
客
に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
、
加
え
て
日
本
の
半
導
体
製
造
装
置
が
品
質
お
よ
び
サ
ポ
ー

ト
の
面
で
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
か
ら
の
半
導
体
製
造
装
置
や
材
料
・
原
料
の
効
率
よ
い
調
達
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
S
M
IC
は
3工
場
の
8イ
ン
チ
・
ウ
エ
ハ
の
生
産
規
模
が
20
05
年
に
月
産
8万
50
00
枚
に
達
し

た
と
し
て
も
、
中
国
国
内
半
導
体
市
場
の
需
要
の
5％
し
か
満
た
さ
な
い
と
い
う
予
想
か
ら
、
北
京
に
工
場
を
建

設
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
�

B
iz
Te
ch

�
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情
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ト
ル
�
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�

関
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情
報
�

C
 情
報
通
信
�

01
-a

2
5

シ
リ
コ
ン
,C
P
U
,�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
,�

メ
モ
リ
,液
晶
�

携
帯
,家
電
,パ
�

ソ
コ
ン
,電
話
�

20
02
／
10
／
22
C
G
シ
リ
コ
ン
を
�

用
い
た
技
術
�

シ
ャ
ー
プ
と
半
導
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
は
C
G
シ
リ
コ
ン
（
C
o
n
ti
n
u
o
u
s 
G
ra
in
 S
ili
co
n
，
連
続
粒

界
結
晶
シ
リ
コ
ン
）
を
使
っ
て
液
晶
の
ガ
ラ
ス
基
板
に
C
P
U
を
形
成
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。
ガ
ラ
ス

基
板
上
に
C
P
U
や
メ
モ
リ
を
搭
載
で
き
れ
ば
、
シ
ー
ト
形
状
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
作
れ
る
こ
と
に
な
る

。
C
G
シ
リ
コ
ン
は
一
つ
一
つ
の
粒
子
が
大
き
く
形
が
均
一
な
た
め
、
ほ
ぼ
一
般
的
な
単
結
晶
シ
リ
コ
ン

と
同
程
度
の
電
子
の
移
動
速
度
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
C
P
U
の
よ
う
な
高
速
動
作
が
必
要
な
論
理
回

路
を
液
晶
の
ガ
ラ
ス
基
板
上
に
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
回
の
開
発
で
は
、
液
晶
パ
ネ
ル

の
ガ
ラ
ス
基
板
に
L
S
Iを
実
装
す
る
第
一
歩
と
し
て
厚
さ
0.
7m
m
の
ガ
ラ
ス
基
板
上
に
3M
H
zの
8ビ
ッ

ト
C
P
U
で
あ
る
Z
80
を
実
装
し
た
。
今
後
、
同
社
で
は
シ
ー
ト
上
の
液
晶
パ
ネ
ル
に
C
P
U
な
ど
を
搭
載

し
た
製
品
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
C
G
シ
リ
コ
ン
は
粒
子
が
均
一
な
の
で
高
密
度
化
で
き
、
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
と
し
て
は
高
精
彩
化
で
き
る
。
�

・
舞
台
は
回
る
―
―
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
の
可
能

性
と
課
題
 (
2
0
0
2
/1
0
/2
1
)　
  ・
タ
ブ
レ
ッ

ト
P
C
（
キ
ー
ワ
ー
ド
3
分
間
講
座
）
 

(2
00
2/
10
/1
7)
　
  ・
「
20
02
年
Q
2に
お
け

る
世
界
L
C
D
モ
ニ
タ
ー
の
出
荷
台
数
は
前
期

比
3％
減
の
73
0万
台
」
，
　
　
　
米
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
サ
ー
チ
 (
2
0
0
2
/1
0
/0
7
) 
 　
・
「
1
0

イ
ン
チ
以
上
の
液
晶
テ
レ
ビ
は
20
06
年
ま
で

年
平
均
成
長
率
92
%
で
拡
大
」
，
　
　
　
米

D
is
p
la
yS
ea
rc
h
が
世
界
液
晶
T
V
市
場
の
調

査
結
果
を
発
表
 (
2
0
0
2
/0
9
/2
8
)　
  ・
「

2
0
0
2
年
Q
2
の
小
／
中
型
L
C
D
出
荷
台
数
が

復
活
，
シ
ェ
ア
順
位
に
大
き
な
変
動
」
，
　

　
　
米
D
is
p
la
y
S
e
a
r
c
h
の
調
査
 

(2
00
2/
09
/1
2)
  　
・
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
，
「

持
ち
運
び
目
的
の
ノ
ー
ト
P
C
市
場
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
P
C
で
　
　
　
約
2
5
％
拡
大
さ
せ
た
い

」
 (
2
0
0
2
/0
8
/2
8
)　
  ・
モ
ニ
タ
ー
向
け
の

大
型
T
F
T
液
晶
パ
ネ
ル
生
産
，
日
本
は
3位
に

転
落
 (2
00
2/
07
/2
5)
　
  ・
「
Q
1の
L
C
D
モ

ニ
タ
ー
出
荷
台
数
は
前
期
比
17
％
増
で
過
去

最
高
の
7
4
7
万
台
」
，
　
　
　
と
米
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
サ
ー
チ
 (
2
0
0
2
/0
7
/0
5
)　
  ・
米
イ

ー
イ
ン
ク
が
カ
ラ
ー
電
子
ペ
ー
パ
ー
・
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
デ
モ
，
　
　
　
20
03
年
に
は
白

黒
版
，
20
04
年
に
は
カ
ラ
ー
版
を
商
品
化
へ
 

(2
00
2/
07
/0
2)

01
-a

2
1

チ
ュ
ー
ナ
,モ
ジ
�

ュ
ー
ル
,小
型
,�

薄
型
�

パ
ソ
コ
ン
,P
D
�

A
,電
話
,モ
バ
イ
�

ル
�

B
iz
T
ec
h
20
02
／
10
／
22
モ
バ
イ
ル
機
器
向
�

け
の
小
型
チ
ュ
ー
�

ナ
ー
・
モ
ジ
ュ
ー
�

ル
�

ソ
ニ
ー
株
式
会
社
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
P
D
A
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
で
の
用
途
を
目
的
と
し
た
、

国
内
の
現
行
地
上
派
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
で
き
る
小
型
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
B
T
F
-Z
J4
01
」

（
モ
ノ
ラ
ル
音
声
）
と
「
B
T
F
-Z
J4
1
1
」
（
ス
テ
レ
オ
／
音
声
多
重
放
送
対
応
）
を
開
発
し
た
。
「

B
T
F
-Z
J4
0
1
」
は
容
積
1
.5
m
lで
重
量
3
.5
g
と
超
小
型
、
軽
量
で
あ
り
、
「
B
T
F
-Z
J4
1
1
」
は
容
積

2.
5m
lで
重
量
4g
で
あ
る
。
こ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
高
周
波
部
と
復
調
部
の
機
能
を
専

用
の
半
導
体
を
開
発
し
、
発
信
器
や
増
幅
器
な
ど
を
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
小
型
・
薄
型
化
を
実
現

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
B
T
F
-Z
J4
01
」
は
0.
8W
の
低
消
費
電
力
で
あ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
機
器
へ
の

搭
載
を
容
易
に
し
て
い
る
。
�

・
携
帯
端
末
に
組
み
込
む
地
上
波
テ
レ
ビ
放

送
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
--
ソ
ニ
ー
　
・
日
本
サ
ム

ス
ン
が
液
晶
T
V
日
本
市
場
参
入
、
世
界
最
大

の
40
型
な
ど
　
・
ソ
ニ
ー
、
ネ
ッ
ト
接
続
可

能
な
家
庭
用
A
V
サ
ー
バ
ー
製
品
群
　
・
家
中

ど
こ
で
も
移
動
可
能
な
ワ
イ
ヤ
レ
ス
液
晶
テ

レ
ビ
--
東
芝
　
・
ソ
ニ
ー
、
50
型
プ
ラ
ズ
マ

T
V
な
ど
で
信
号
処
理
に
独
自
技
術
　
・
米

In
te
lが
消
費
電
力
と
発
熱
を
抑
え
る
新
た
な

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
構
造
を
発
表
　
・
C
E
A
T
E
C

：
大
型
・
高
精
細
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

各
社
が
出
展
�

IT
P
ro
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01
-a

2
1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

,プ
ロ
セ
ッ
サ
,�

パ
ケ
ッ
ト
,セ
キ
�

ュ
リ
テ
ィ
�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
,�

パ
ソ
コ
ン
,ワ
ー
�

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
�

ン
�

イ
ン
テ
ル
�2
00
2／
10
／
17
イ
ン
テ
ル
(R
)IX
P
�

28
50
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
�

IX
P
28
50
は
、
イ
ン
テ
ル
株
式
会
社
の
IX
P
28
00
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
の
一
つ
で

、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
で
か
つ
高
性
能
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

で
あ
る
。
同
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
高
い
パ
ケ
ッ
ト
処
理
能
力
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
シ
ン
グ
ル
チ
ッ
プ

で
提
供
し
、
複
数
の
W
eb
サ
ー
バ
間
の
ロ
ー
ド
・
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ッ
チ
な
サ

ー
ビ
ス
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
内
部
の
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
に
よ
り
、
10
G
ビ
ッ
ト
／
秒
の
速
度
で
、
3D
E
S
、
A
E
S
や
S
H
A
-1
な
ど
の
暗
号
や
デ
ー
タ
整
合
性

の
標
準
規
格
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
と
ス
テ
ー
ト
情
報
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
間
で
共
有
す
る

と
と
も
に
、
メ
モ
リ
サ
イ
ズ
や
消
費
電
力
を
最
小
化
し
、
機
器
の
基
板
面
積
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
開
発
は
IX
D
P
28
00
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
利
用
で
き
る
。
�

01
-a

4
7

ID
,ア
ン
テ
ナ
,�

ナ
ン
バ
ー
�

車
、
ナ
ン
バ
ー
,�

建
設
�

B
iz
T
ec
h
20
02
／
10
／
18
通
信
機
能
付
き
ナ
�

ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
�

ト
�

デ
ン
ソ
ー
は
、
通
信
機
能
を
備
え
た
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
の

ID
を
番
号
を
格
納
し
た
3c
m
角
程
度
の
R
F
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
に
取
り
付
け
た
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ID
番
号
は
、
路
側
帯
な
ど
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て
読
み
取
ら
れ
、
交

通
渋
滞
解
消
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
ア
ン
テ
ナ
と
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト
間
の
通
信
は
、
D
S
R
C
技
術

を
用
い
て
い
る
。
�

・
IT
S
：
デ
ン
ソ
ー
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

IT
S
」
関
連
技
術
を
展
示
　
・
デ
ン
ソ
ー
、

薄
型
で
低
価
格
の
E
T
C
車
載
器
を
展
示
　
・

松
下
通
信
工
業
、
体
積
が
1
c
m
3
と
小
さ
い

G
P
S
受
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
展
示
　
・
富
士
通

テ
ン
、
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
と
C
M
O
S
カ
メ
ラ
を

一
体
化
し
た
車
載
セ
ン
サ
を
展
示
　
・
独

D
a
im
le
rC
h
ry
sl
e
r、
P
D
A
を
用
い
た
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
開
発
　
・
ト
ヨ
タ

、
IT
S
機
能
満
載
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
・
カ
ー

を
展
示
　
・
IT
S
：
米
国
シ
カ
ゴ
で
開
幕
、

発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
20
0程
度
�
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C
 情
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信
�

01
-a

2
1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
,�

ギ
ガ
ビ
ッ
ト
,T
C
�

P
/IP

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

,パ
ソ
コ
ン
,ワ
�

ー
ク
ス
テ
ー
シ
�

ョ
ン
�

20
02
／
10
／
17
E
th
er
ne
tM
A
X

米
iR
ea
d
yと
米
N
at
io
na
l S
em
ic
o
nd
uc
to
rは
、
E
th
er
ne
tM
A
X
を
開
発
し
た
。
そ
の
コ
ア
と
な
る
の

は
、
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ー
ネ
ッ
ト
物
理
層
、
M
A
C
層
、
IP
se
c、
T
C
P
/I
P
、
iS
C
S
Iを
全
て
シ
ン
グ
ル

チ
ッ
プ
に
統
合
し
た
E
th
er
ne
tM
A
X
チ
ッ
プ
で
あ
る
。
E
th
er
ne
tM
A
X
は
全
二
重
T
C
P
/I
P
プ
ロ
ト
コ
ル

処
理
を
50
M
H
z以
下
の
低
い
ク
ロ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
発
で
は
、
iR
ea
d
y

は
特
許
を
持
つ
T
C
P
/I
P
技
術
の
他
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
iS
C
S
I技
術
、
W
in
d
o
w
s及
び

Li
nu
xド
ラ
イ
バ
技
術
を
提
供
し
、
N
S
は
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
M
A
C
(メ
デ
ィ
ア
ア
ク
セ
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
)、
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ー
ネ
ッ
ト
C
u
配
線
、
光
ケ
ー
ブ
ル
P
H
Y
(物
理
層
)デ
バ
イ
ス
、
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
IP
se
c及
び
ア
ド
バ
ン
ス
ト
サ
ー
バ
/ス
ト
レ
ー
ジ
I/
O
を
提
供
し
た
。
�

・
米
ナ
シ
ョ
セ
ミ
の
20
02
年
3月
～
5月
期
決

算
，
前
年
同
期
比
4.
6％
増
収
で
黒
字
に
回
復

　
・
米
ナ
シ
ョ
セ
ミ
が
20
02
年
3月
～
5月
期

の
業
績
見
通
し
を
上
方
修
正
，
　
　
「
全
体

的
に
注
文
が
伸
び
，
前
期
比
12
％
～
13
％
増

」
　
・
米
N
a
ti
o
n
a
l S
e
m
ic
o
n
d
u
c
to
r，

B
lu
et
o
o
th
 1
.1
対
応
の
無
線
P
A
N
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
発
表
�

01
-a

2
3

非
接
触
,カ
ー
ド
�

,F
eR
A
M
,デ
ー
�

タ
�

乗
車
券
,ID
カ
�

ー
ド
�

N
IK
K
E
I �

N
E
T

20
02
／
10
／
30
F
eR
A
M
を
搭
載
�

し
た
非
接
触
ス
マ
�

ー
ト
カ
ー
ド
IC
の
�

開
発
�

富
士
通
と
欧
州
の
半
導
体
大
手
の
S
T
マ
イ
ク
ロ
ニ
ク
ス
は
、
電
子
乗
車
券
や
ID
カ
ー
ド
な
ど
に
利
用
で

き
る
F
eR
A
M
（
強
誘
電
体
R
A
M
）
を
搭
載
し
た
非
接
触
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
IC
を
共
同
で
開
発
し
た
。
こ

の
IC
は
、
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
持
つ
S
T
の
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
、
富
士
通

の
高
速
書
き
込
み
・
読
み
出
し
、
低
消
費
電
力
、
高
信
頼
性
の
F
eR
A
M
技
術
が
融
合
し
た
IC
で
あ
る
。

開
発
さ
れ
た
IC
は
、
1.
5k
B
の
F
eR
A
M
を
内
蔵
し
、
10
年
を
超
え
る
高
い
デ
ー
タ
保
持
能
力
を
持
っ
て

い
る
。
ま
た
、
F
eR
A
M
の
セ
ル
構
造
は
2ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
2キ
ャ
パ
シ
タ
で
あ
る
が
、
今
後
は
1ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
2キ
ャ
パ
シ
タ
と
し
、
チ
ッ
プ
面
積
の
縮
小
と
低
コ
ス
ト
か
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
�

01
-a

2
3

動
的
,プ
ロ
セ
ッ
�

サ
,L
S
I,メ
モ
リ
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
,�

携
帯
�

N
E
C

20
02
／
10
／
16
動
的
構
成
プ
ロ
セ
�

ッ
サ
LS
I開
発
�

N
E
C
が
開
発
し
た
動
的
構
成
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
LS
I内
に
多
数
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
用
意
し
、
そ
の
間
の
接

続
を
1サ
イ
ク
ル
ご
と
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
処
理
の
延
長
線
上
に
あ
り
な
が
ら
、
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
に
近
い
高
速
処
理
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
あ
る
。
こ
の
チ
ッ
プ
は
0.
15
μ
m
C
M
O
S
プ

ロ
セ
ス
を
用
い
、
51
2個
の
並
列
単
位
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
2.
2M
ビ
ッ
ト
の
内
部
デ
ー
タ
格
納
メ
モ
リ
、
外

部
メ
モ
リ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
P
C
Iコ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な
ど
を
搭
載
し
て
い
る
。
設
計
ツ
ー
ル
は
L
in
u
xベ
ー

ス
で
あ
り
、
C
言
語
で
記
述
し
た
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
評
価
L
S
Iへ
の
最
適
な
回
路
へ
の
自
動
生
成
を

行
う
。
ま
た
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
評
価
が
可
能
な
評
価
ボ
ー
ド
も
あ
り
、
実
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
評
価
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
処
理
の
柔
軟
性
と

ハ
ー
ド
処
理
の
高
性
能
な
特
徴
を
併
せ
持
つ
シ
ス
テ
ム
LS
Iが
実
現
で
き
る
。
�

IT
P
ro

01
-a

2
5

有
機
,L
E
D
,T
F
�

T
,配
線
,ラ
イ
ト
�
携
帯
,デ
ィ
ス
�

プ
レ
イ
,家
電
�

20
02
／
10
／
30
米
デ
ュ
ポ
ン
と
米
�

サ
ー
ノ
フ
、
有
機
�

T
F
T
の
共
同
開
発
�

で
提
携
�

米
D
uP
o
nt
と
米
S
ar
no
ff
は
，
有
機
LE
D
を
使
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
製
造
を
目
指
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
サ
ブ
ス
ト
レ
ー
ト
上
に
有
機
T
F
T
を
形
成
す
る
た
め
の
技
術
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
を
20
02
年
10
月

に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
共
同
開
発
で
は
，
技
術
（
D
uP
o
nt
社
の
持
つ
有
機
LE
D
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
パ

ネ
ル
、
柔
軟
性
の
あ
る
サ
ブ
ス
ト
レ
ー
ト
、
費
用
効
果
が
高
い
電
気
配
線
プ
リ
ン
ト
お
よ
び
有
機
T
F
T

技
術
）
と
，
経
験
（
S
ar
n
o
ff
社
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
マ
ト
リ
ク
ス
T
F
T
設
計
と
ビ
デ
オ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

・
シ
ス
テ
ム
経
験
）
を
組
み
合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
と
す

る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
工
業
製
品
な
ど
を
設
計
す
る
際
に
幅
広
い
応
用
が
可
能
と
な
り

、
有
機
L
E
D
は
自
ら
発
光
す
る
こ
と
か
ら
、
液
晶
な
ど
を
使
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
異
な
り
バ
ッ
ク
ラ

イ
ト
を
必
要
と
し
な
い
薄
い
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
形
状
に
な
る
と
し
て
い
る
。
�

・
韓
国
サ
ム
ソ
ン
と
米
U
D
C
が
リ
ン
光
発
光

技
術
を
使
っ
た
有
機
L
E
D
を
デ
モ
　
・
米
コ

ダ
ッ
ク
が
S
N
M
D
社
に
有
機
L
E
D
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
供
与
，
　
　
両
社
間
の
特
許
問
題
を

解
決
　
・
三
洋
電
機
と
米
K
o
d
ak
，
カ
ラ
ー

有
機
E
L
パ
ネ
ル
量
産
に
向
け
合
弁
会
社
を
設

立
　
・
米
イ
ー
イ
ン
ク
が
カ
ラ
ー
電
子
ペ
ー

パ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
デ
モ
，
　
　
20
03

年
に
は
白
黒
版
，
20
04
年
に
は
カ
ラ
ー
版
を

商
品
化
へ
　
・
「
20
03
年
半
ば
に
“
電
子
ペ

ー
パ
ー
”
の
実
用
化
を
目
指
す
」
　
　
--
-米

イ
ー
イ
ン
ク
と
蘭
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
　
・
紙
の

よ
う
に
薄
く
て
軽
い
“
電
子
ぺ
ー
パ
ー
”
，

米
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
も
発
表
　
・
「
20
08
年
ま
で

に
す
べ
て
の
無
線
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
P
D
A
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
カ
ラ
ー
に
」
，
　
　
米
In
-

S
ta
t/
M
D
R
　
・
「
20
02
年
Q
1の
小
／
中
型

L
C
D
の
出
荷
台
数
は
2
％
増
，
　
　
デ
ジ
カ

メ
向
け
が
け
ん
引
」
，
と
米
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

サ
ー
チ
�

IT
P
ro
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�

01
-a

4
3

マ
ス
ク
,L
S
I,パ
�

タ
ー
ン
,レ
ー
ザ
�

,パ
ル
ス
,紫
外
�

半
導
体
,L
S
I

20
02
／
10
／
4
半
導
体
製
造
用
マ
�

ス
ク
の
修
復
技
術
�
米
IB
M
は
、
半
導
体
製
造
用
マ
ス
ク
上
に
あ
る
ナ
ノ
単
位
（
1n
m
は
10
億
分
の
1m
）
の
欠
陥
を
修
復
す

る
技
術
を
開
発
し
た
。
こ
の
技
術
に
よ
り
、
LS
I製
造
に
お
け
る
歩
留
ま
り
の
向
上
、
製
品
化
に
か
か
る

期
間
の
短
縮
及
び
製
造
コ
ス
ト
の
削
減
か
可
能
と
な
る
。
LS
Iや
IC
な
ど
の
半
導
体
は
、
回
路
パ
タ
ー
ン

を
フ
ォ
ト
マ
ス
ク
に
形
成
し
製
造
す
る
が
、
フ
ォ
ト
マ
ス
ク
を
製
造
す
る
際
に
は
、
パ
タ
ー
ン
な
ど
に

欠
損
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
欠
陥
は
使
用
す
る
前
に
必
ず
修
復
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
社
は
、
開
発
し
た
技
術
に
よ
り
、
10
0n
m
以
下
の
製
造
ル
ー
ル
で
も
ま
っ
た
く
欠
陥
の
な
い

フ
ォ
ト
マ
ス
ク
を
製
造
で
き
る
と
し
て
い
る
。
開
発
し
た
技
術
は
、
マ
ス
ク
上
に
あ
る
金
属
配
線
の
欠

陥
に
、
10
0f
s（
10
00
兆
分
の
1s
）
の
ご
く
短
い
遠
紫
外
線
レ
ー
ザ
ー
・
パ
ル
ス
を
照
射
す
る
こ
と
で

、
極
め
て
微
細
な
部
分
を
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
処
理
は
熱
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
た
め
、
ご
み
の
生
成
や
マ
ス
ク
の
損
傷
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

・
米
サ
ン
が
動
作
周
波
数
1
.2
G
H
z
の
「

U
lt
ra
S
P
A
R
C
 II
I C
u
 1
20
0」
を
発
表
。
　

　
0
.1
3
μ
m
ル
ー
ル
を
採
用
し
、
消
費
電
力

は
1.
05
G
H
z版
の
30
％
減
　
・
米
イ
ン
テ
ル

が
2.
20
G
H
z版
「
M
o
b
ile
 In
te
l P
en
tiu
m
 4

」
な
ど
　
　
モ
バ
イ
ル
向
け
プ
ロ
セ
サ
11
製

品
を
一
挙
発
表
　
・
米
A
M
D
が
A
th
lo
n
 M
P

の
新
製
品
「
2
2
0
0
+
」
を
発
表
、
　
　
「
す

べ
て
の
A
th
lo
n
が
銅
配
線
／
0.
13
μ
m
ル
ー

ル
を
採
用
し
た
」
　
・
米
A
M
D
、
独
イ
ン
フ

ィ
ネ
オ
ン
、
　
　
台
湾
U
M
C
が
65
/4
5n
m
製

造
技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
で
提
携
　

・
米
モ
ト
ロ
ー
ラ
／
蘭
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
／
伊

仏
合
弁
の
　
　
S
T
マ
イ
ク
ロ
／
台
湾
T
S
M
C

、
30
0m
m
ウ
エ
ー
ハ
で
32
nm
 C
M
O
S
技
術

を
共
同
研
究
　
・
台
湾
の
T
S
M
C
が
90
ナ
ノ

メ
ー
タ
技
術
で
4M
ビ
ッ
ト
S
R
A
M
チ
ッ
プ
の

製
造
に
成
功
　
・
米
T
Iが
0
.0
9
ミ
ク
ロ
ン
の

製
造
技
術
を
発
表
。
　
　
「
4
億
個
以
上
の

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
1
チ
ッ
プ
に
集
積
で
き
る

」
　
・
「
2
0
1
5
年
ま
で
に
1
兆
円
規
模
に
な

る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
市
場
、
　
　
急
成
長
を

遂
げ
る
の
は
材
料
分
野
」
―
―
米
調
査
�

01
-a

1
1

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
�

,E
D
A
,高
周
波
�

,回
路
,設
計
�

LS
I,回
路
,設
計
�

,半
導
体
�

日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�

20
02
／
10
／
�
高
周
波
回
路
の
統
�

合
E
D
A
ツ
ー
ル
�

「
A
ns
o
ft
　
�

D
es
ig
ne
r」
�

「
A
ns
o
ft
　
D
es
ig
ne
r」
は
、
米
A
ns
o
ft
　
C
o
rp
．
の
高
周
波
回
路
の
試
作
回
数
を
大
幅
に
削
減
で
き

る
統
合
E
D
A
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
高
周
波
回
路
設
計
で
は
、
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
上
で
は
考
慮
し
て
い
な

い
電
磁
干
渉
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
試
作
し
た
回
路
が
設
計
通
り
に
動
作
せ
ず
、
設
計
と
試
作
を
繰
り

返
す
こ
と
が
多
い
。
回
路
図
上
の
コ
イ
ル
を
実
際
に
試
作
す
る
と
、
コ
イ
ル
の
3次
元
的
な
形
状
に
起
因

す
る
寄
生
容
量
な
ど
に
よ
り
設
計
通
り
に
は
動
作
し
な
い
な
ど
、
理
論
値
と
実
測
値
と
の
違
い
に
よ
る

試
作
回
数
の
増
加
は
、
回
路
の
高
周
波
化
と
高
密
度
化
に
よ
っ
て
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高

周
波
回
路
設
計
で
は
、
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、
電
磁
界
解
析
ツ
ー
ル
を
併
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
E
D
A
ツ
ー
ル
の
た
め
、
デ
ー
タ
形
式
を
変
換
す
る
必
要
が
あ
る

な
ど
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
さ
ら
に
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
場
合
に
は
、
シ
ス
テ

ム
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
の
連
携
も
求
め
ら
れ
る
た
め
効
率
的
な
作
業
が
で
き
な
い
。
 「
A
n
so
ft
　

D
es
ig
n
er
」
は
、
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、
電
磁
解
析
ツ
ー
ル
及
び
シ
ス
テ
ム
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
機
能

を
1パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
統
合
し
て
操
作
性
を
向
上
さ
せ
、
中
間
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
せ
ず
に
各
ツ
ー
ル
機
能

を
使
え
る
製
品
で
あ
る
。
�

01
-a

1
1

半
導
体
,ウ
エ
ハ
�半
導
体
,L
S
I

B
iz
T
ec
h
20
02
／
9／
20

中
国
S
M
IC
の
進
�

出
�

中
国
・
上
海
に
三
つ
の
製
造
工
場
を
持
つ
半
導
体
受
託
製
造
（
フ
ァ
ン
ド
リ
）
を
事
業
と
し
て
い
る
上

海
の
中
心
国
際
集
成
電
路
製
造
社
（
S
M
IC
：
S
em
ic
o
nd
uc
to
r 
M
an
uf
ac
tu
ri
ng
 In
er
na
ti
o
na
l）
は

全
世
界
に
顧
客
を
約
65
社
持
っ
て
お
り
、
約
80
～
85
製
品
を
製
造
し
て
い
る
が
、
日
本
の
顧
客
は
東
芝

と
富
士
通
の
2社
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
20
02
年
9月
に
日
本
法
人
「
S
M
IC
ジ
ャ
パ
ン

」
を
設
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
S
M
IC
ジ
ャ
パ
ン
」
の
目
的
は
、
日
本
の
半
導
体
産
業
の
状
況
や
日

本
の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
日
本
の
顧
客
の
増
大
、
日
本
の
顧
客
に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
、
加

え
て
日
本
の
半
導
体
製
造
装
置
が
品
質
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
の
面
で
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本

か
ら
の
半
導
体
製
造
装
置
や
材
料
・
原
料
の
効
率
よ
い
調
達
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
S
M
IC
は
3工
場

の
8イ
ン
チ
・
ウ
エ
ハ
の
生
産
規
模
が
20
05
年
に
月
産
8万
50
00
枚
に
達
し
た
と
し
て
も
、
中
国
国
内
半

導
体
市
場
の
需
要
の
5％
し
か
満
た
さ
な
い
と
い
う
予
想
か
ら
、
北
京
に
工
場
を
建
設
す
る
計
画
を
持
っ

て
い
る
。
�

B
iz
T
ec
h
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�

01
-a

2
1

R
F,
周
波
数
,容
�

量
,伝
送
�

回
路
,設
計
�

20
02
／
10
／
�
R
F
素
子
測
定
に
�

お
け
る
誤
差
除
去
�

手
法
�

S
A
W
（
su
rf
ac
e　
ac
o
us
ti
c　
w
av
e）
フ
ィ
ル
タ
や
LN
A
（
低
雑
音
ア
ン
プ
）
な
ど
R
F
（
高
周
波
）

素
子
測
定
で
は
、
扱
う
周
波
数
が
数
G
H
zと
高
く
な
る
と
、
浮
遊
容
量
な
ど
の
影
響
が
大
き
く
な
り
、

正
確
な
測
定
値
が
得
に
く
く
な
る
が
、
ア
ジ
レ
ン
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
誤
差
の
影
響
を
あ
ら
か
じ

め
見
積
も
っ
て
自
動
校
正
す
る
手
法
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
常
に
同
一
条
件
で
の
測
定
が
可
能
と

な
る
ほ
か
、
既
存
の
校
正
手
法
よ
り
正
確
な
測
定
結
果
を
得
ら
れ
る
。
開
発
し
た
手
法
は
、
治
具
に
3種

類
の
校
正
用
基
板
を
そ
れ
ぞ
れ
接
続
し
治
具
の
伝
送
特
性
（
S
パ
ラ
メ
ー
タ
）
測
定
す
る
。
こ
の
測
定
結

果
か
ら
、
治
具
が
持
つ
伝
送
特
性
を
算
出
し
て
ア
ナ
ラ
イ
ザ
に
記
憶
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
素
子
測
定

時
に
は
、
こ
の
伝
送
特
性
か
ら
治
具
の
影
響
に
よ
る
余
計
な
成
分
を
演
算
に
よ
っ
て
取
り
除
く
。
ま
た

、
同
社
は
、
治
具
の
伝
送
特
性
の
測
定
と
、
こ
の
影
響
を
演
算
に
よ
っ
て
取
り
除
く
工
程
を
自
動
化
し

た
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
意
す
る
。
�

01
-a

1
1

H
D
L,
シ
ミ
ュ
レ
�

ー
タ
,デ
バ
ッ
ク
�回
路
,設
計
�

日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�

20
02
／
10
／
�
高
速
H
D
Lシ
ミ
ュ
�

レ
ー
タ
を
搭
載
し
�

た
A
S
IC
/シ
ス
テ
�

ム
LS
I設
計
・
検
�

証
環
境
�

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
株
式
会
社
は
、
米
A
LD
E
C
 In
c.
製
の
高
速
H
D
Lシ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
搭
載

し
た
米
S
um
m
it 
D
es
ig
n 
In
c.
製
の
A
S
IC
/シ
ス
テ
ム
LS
I設
計
・
検
証
環
境
「
R
iv
ie
ra
-E
lit
e（
リ
ビ
エ

ラ
エ
リ
ー
ト
）
」
を
発
売
し
た
。
「
R
iv
ie
ra
-E
lit
e
」
は
、
A
L
D
E
C
 I
n
c
.製
の
高
速
V
H
D
L
/V
e
ri
lo
g
 

H
D
Lシ
ン
グ
ル
カ
ー
ネ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
あ
る
R
iv
ie
ra
と
S
um
m
it
 D
es
ig
n 
In
c.
製
の
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
/H
D
L統
合
設
計
環
境
V
is
ua
l E
lit
eを
統
合
す
る
こ
と
で
、
H
D
L設

計
後
、
す
ぐ
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
可
能
な
設
計
・
検
証
環
境
を
実
現
で
き
る
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
ィ
カ

ル
に
入
力
し
た
設
計
に
対
し
直
接
デ
バ
ッ
ク
を
行
え
、
図
や
表
を
使
用
す
る
直
感
的
な
デ
バ
ッ
ク
環
境

を
提
供
す
る
。
�

01
-a

2
1

C
V
D
,低
温
,成
�

膜
,パ
ー
テ
ィ
ク
�

ル
,チ
ャ
ン
バ
�

LS
I,半
導
体
�
日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�

20
02
／
10
／
�
三
菱
重
工
業
の
C
�

V
D
市
場
へ
の
参
入
�三
菱
重
工
業
は
、
F
eR
A
M
や
3次
元
配
線
技
術
を
使
う
LS
Iに
利
用
で
き
る
、
低
温
処
理
で
高
ス
ル
ー
プ

ッ
ト
の
プ
ラ
ズ
マ
C
V
D
装
置
を
開
発
し
た
。
C
V
D
市
場
で
は
他
社
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
る
が
、
同

社
は
比
較
的
特
殊
な
低
温
処
理
技
術
を
使
う
市
場
に
絞
っ
て
参
入
し
た
。
低
温
処
理
の
C
V
D
は
材
料
に

与
え
る
損
傷
が
少
な
い
た
め
、
B
S
T
や
P
Z
T
の
よ
う
な
強
誘
電
体
材
料
を
使
う
プ
ロ
セ
ス
や
、
成
膜
回

数
が
多
く
な
る
3次
元
配
線
を
使
う
プ
ロ
セ
ス
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
N
F
3の
発
生
量
を
抑
え
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
時
間
そ
の
も
の
を
短
縮
し
、
チ
ャ
ン
バ
内
に
堆
積
し
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
の
原
因
と
な
る
N
F
3の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
間
隔
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
20
0m
m
ウ
エ
ハ
で
は
15
枚
／
時
、
30
0m
m
ウ

エ
ハ
で
は
9枚
／
時
の
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
を
達
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
不
良
の
原
因
と
な
る
チ
ャ
ン
バ

内
に
発
生
す
る
H
2の
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
20
0m
m
ウ
エ
ハ
に
お
け
る
膜
厚
の
バ
ラ
つ
き

は
、
ウ
エ
ハ
内
、
ウ
エ
ハ
間
ど
ち
ら
も
平
均
値
の
最
大
±
5％
と
な
っ
て
い
る
。
�

日
経
マ
イ
�

ク
ロ
デ
バ
�

イ
ス
�
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★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

01
-a

2
1

LS
I,I
P
,C
TL
,モ
�

デ
ル
,テ
ス
ト
,�

パ
タ
ー
ン
�

LS
I,設
計
�

20
03
／
3／
12

R
F
素
子
測
定
に
�

お
け
る
誤
差
除
去
�

手
法
�

米
S
yn
o
p
sy
s 
 In
c.
は
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
LS
Iを
短
期
に
開
発
し
、
IP
（
in
te
lle
ct
ua
l p
ro
p
er
ty
）

の
流
通
を
促
進
で
き
る
、
複
数
の
IP
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
LS
Iを
容
易
に
テ
ス
ト
で
き
る
設
計
フ

ロ
ー
を
提
案
し
て
い
る
。
S
yn
o
p
sy
sが
提
案
す
る
フ
ロ
ー
は
次
の
よ
う
な
手
順
と
な
る
。
!I
P
開
発
者

は
、
自
動
的
に
「
IE
E
E
 P
14
50
.6
 C
o
re
 T
es
t 
La
ng
ua
g
e（
C
T
L）
」
規
格
に
基
づ
い
た
形
式
で
「
テ

ス
ト
・
モ
デ
ル
」
を
作
成
す
る
「
D
F
T
 C
o
m
p
ile
r」
で
ス
キ
ャ
ン
回
路
付
き
の
IP
を
開
発
す
る
。
"

T
et
ra
M
A
X
 A
T
P
G
」
で
ス
キ
ャ
ン
回
路
に
対
応
し
た
テ
ス
ト
・
パ
タ
ー
ン
を
生
成
す
る
。
#シ
ス
テ
ム

L
S
I設
計
者
は
、
IP
開
発
者
よ
り
IP
、
テ
ス
ト
・
モ
デ
ル
及
び
テ
ス
ト
・
パ
タ
ー
ン
を
受
け
取
る
。
$テ

ス
ト
・
モ
デ
ル
を
使
い
「
D
F
T
 C
o
m
p
ile
r 
S
o
C
B
IS
T
」
で
チ
ッ
プ
の
外
部
ピ
ン
か
ら
各
IP
に
ア
ク
セ

ス
可
能
な
回
路
を
自
動
的
に
生
成
す
る
。
以
上
の
設
計
フ
ロ
ー
に
よ
り
、
本
当
の
意
味
で
の
IP
の
流
通

・
再
利
用
が
実
現
可
能
と
な
る
。
�

関
連
記
事
・
「
こ
れ
か
ら
の
S
o
C
設
計
は
，

不
確
か
さ
と
の
戦
い
」
，
　
A
S
P
-

D
A
C
2
0
0
3
の
キ
ー
ノ
ー
ト
・
ス
ピ
ー
チ
か

ら
・
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
計
は
S
o
C
設

計
の
救
世
主
か
」
，
　
A
S
P
-D
A
C
20
03
で

パ
ネ
ル
討
論
・
東
芝
の
米
国
半
導
体
会
社
，

S
o
C
設
計
用
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「

S
o
C
M
o
sa
ic
」
を
発
表
，
　
最
短
6カ
月
で

S
o
C
開
発
（
発
表
資
料
抄
訳
）
・
T
S
M
C
が

設
計
サ
ー
ビ
ス
統
合
に
向
け
，
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
提
供
・
S
O
C
埋
め
込
み

向
け
F
P
G
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
L
e
o
p
a
rd
社
，
　

T
S
M
C
の
0
.1
8
μ
m
プ
ロ
セ
ス
版
を
発
表
（

発
表
資
料
抄
訳
）
・
「
ワ
ン
パ
ス
設
計
の
た

め
に
，
開
発
フ
ロ
ー
そ
の
も
の
を
変
え
る
」

と
U
S
o
C
F
・
「
U
M
L 
fo
r 
S
o
C
」
を
標
準
化

す
る
「
U
M
L
 f
o
r 
S
o
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設

立
・
松
下
が
メ
モ
リ
ー
半
減
の
デ
ィ
ジ
タ
ル

T
V
チ
ッ
プ
，
携
帯
向
け
に
省
電
力
化
も
・
「

手
を
組
め
ば
，
穴
が
な
く
な
り
ま
す
」
，
　

S
yn
o
p
sy
s社
と
A
p
ti
x社
が
検
証
環
境
を
日

本
で
共
同
売
り
込
み
�

01
-a

1
1

M
eP
,S
i,デ
ザ
�

イ
ン
,IP
,プ
ロ
�

バ
イ
ダ
�

半
導
体
,ソ
フ
ト
�

,デ
ザ
イ
ン
�

日
経
エ
レ
�

ク
ト
ロ
ニ
�

ク
ス
 /
 N
E
�

O
N
LI
N
E

20
03
／
2／
28

東
芝
の
「
M
eP
」
�

パ
ー
ト
ナ
�

東
芝
の
機
能
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
わ
せ
て
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
可
能
な
コ
ン
フ

ィ
ギ
ャ
ラ
ブ
ル
・
プ
ロ
セ
サ
「
M
eP
（
M
ed
ia
 e
m
b
ed
d
ed
 P
ro
ce
ss
o
r）
」
に
関
す
る
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
・
パ
ー
ト
ナ
が
31
社
に
拡
大
し
た
。
こ
に
よ
り
、
東
芝
は
「
基
本
的
な
開
発
環
境
は
整
っ
た
」
と
し

て
い
る
。
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
は
20
02
年
10
月
の
段
階
で
は
21
社
で
あ
っ
た
が
、
今
回
新
た
に

1
0
社
加
わ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
(a
)S
iフ
ァ
ウ
ン
ド
リ
：
中
国
G
ra
c
e
 

S
em
ic
o
n
d
u
ct
o
r 
M
an
u
fa
ct
u
ri
n
g
 C
o
rp
.（
G
S
M
C
）
、
中
国
S
em
ic
o
n
d
u
ct
o
r 
M
an
u
fa
ct
u
ri
n
g
 

In
te
rn
a
ti
o
n
a
l C
o
rp
.（
S
M
IC
）
の
2
社
、
(b
)デ
ザ
イ
ン
・
ハ
ウ
ス
お
よ
び
IP
プ
ロ
バ
イ
ダ
：
米

A
rc
ad
ia
 D
es
ig
n 
S
ys
te
m
s 
 In
c.
、
仏
D
o
lp
hi
n 
In
te
g
ra
tio
n社
、
英
E
lix
en
t 
Lt
d
.、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

F
T
D
 T
ec
h
n
o
lo
g
y 
P
te
 L
td
.、
韓
国
S
L
iM
 T
ec
h
n
o
lo
g
y 
C
o
.  
L
td
.、
米
S
o
n
ic
s 
 In
c.
の
6社
、
(c
)

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ハ
ウ
ス
：
イ
ン
ド
S
a
sk
e
n
 C
o
m
m
u
n
ic
a
ti
o
n
 T
e
c
h
n
o
lo
g
ie
s 
L
td
.、
イ
ン
ド

S
o
C
ra
te
s 
S
o
ft
w
ar
e 
In
d
ia
 P
te
 L
td
.の
2社
�

関
連
記
事
・
N
E
C
E
L
，
0.
13
μ
m
向
け
に
米

V
ir
a
g
e
の
メ
モ
リ
ー
IP
を
利
用
・
米
V
ir
a
g
e

，
メ
モ
リ
ー
IP
で
米
A
tm
e
lと
の
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
を
拡
大
・
英
T
T
P
C
o
m
，
米

C
a
d
e
n
c
e
 D
e
s
ig
n
 F
o
u
n
d
ry
か
ら

IE
E
E
80
2.
11
の
IP
を
取
得
・
80
2.
11
aの
ベ

ー
ス
バ
ン
ド
回
路
の
IP
コ
ア
，
N
e
w
L
o
g
ic

社
が
発
表
（
発
表
資
料
抄
訳
）
・
「
F
P
G
A
 

1
チ
ッ
プ
で
H
D
T
V
画
質
の
M
P
E
G
－
2
デ
コ

ー
ダ
」
，
　
LS
Iシ
ス
テ
ム
ズ
が
新
IP
コ
ア
・

R
a
m
b
u
s
社
，
速
度
1
0
G
ビ
ッ
ト
/秒
の
「

R
a
S
e
r 
X
」
開
発
・
「
IP
 B
a
s
e
d
 S
o
C
 

D
es
ig
n
」
が
開
幕
，
テ
ー
マ
は
「
IP
ビ
ジ
ネ

ス
・
モ
デ
ル
」
・
米
V
ir
a
g
e
 L
o
g
ic
が
ロ
ジ

ッ
ク
IP
市
場
に
新
規
参
入
・
D
e
n
a
li社
の
メ

モ
リ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
IP
コ
ア
，
　
IB
M
社

A
S
IC
の
認
定
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
（
発
表
資
料
抄

訳
）
�

日
経
エ
レ
�

ク
ト
ロ
ニ
�

ク
ス
 /
 N
E
�

O
N
LI
N
E
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分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

01
-a

4
3

追
跡
,高
感
度
,�

自
動
�

カ
メ
ラ
,軍
需
�

自
動
追
跡
カ
メ
ラ
�

技
術
�

東
芝
は
、
世
界
で
初
め
て
背
景
に
関
係
な
く
、
高
速
で
動
く
物
体
を
カ
メ
ラ
が
自
動
追
跡
で
き
る
技
術

を
開
発
し
た
。
こ
の
技
術
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
の
高
感
度
化
技
術
と
高
速
度
画
像
を
用
い
た
高
精

度
な
動
き
解
析
技
術
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
自
動
追
跡
技
術
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
の
画
像

取
り
込
み
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
る
と
、
光
量
が
不
足
し
て
感
度
が
低
下
す
る
問
題
が
あ
っ
た
。
新
技
術
で

は
取
り
込
ん
だ
画
像
を
フ
ィ
ル
タ
ー
処
理
に
よ
っ
て
明
る
く
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
背
景
に
関
係
な

く
物
体
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
画
像
の
取
り
込
み
ス
ピ
ー
ド
を
10
00
回
／
s

と
高
速
化
し
、
高
精
度
な
動
き
検
出
技
術
を
開
発
し
た
こ
と
で
、
カ
メ
ラ
か
ら
15
m
の
距
離
で
あ
れ
ば

10
0k
m
／
hの
物
体
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
実
用
化
に
向
け
複
雑
な
動
き
の
中
で
も

物
体
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
技
術
改
善
を
行
い
、
高
速
動
画
像
処
理
LS
Iと
し
て
製
品
化

さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
�

01
-b

2,
3

5,
7

3D
表
示
,立
体
�

表
示
,デ
ィ
ス
�

プ
レ
イ
�

家
電
,エ
ン
タ
�

ー
テ
ィ
メ
ン
ト
�

情
報
�

B
iz
T
ec
h
20
03
／
3／
20

視
点
ご
と
に
画
像
�

が
変
化
、
農
工
大
�

が
新
3D
デ
ィ
ス
�

プ
レ
イ
�

見
る
方
向
を
変
え
た
と
き
に
自
然
に
画
像
が
変
化
し
て
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
次
世
代
の
3D
（
立
体
）

表
示
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
東
京
農
工
大
学
が
開
発
し
た
。
多
数
の
2D
画
像
を
異
な
る
方
向
に
高
密
度
に
表

示
さ
せ
る
こ
と
で
、
視
点
に
応
じ
て
画
像
が
変
化
す
る
よ
う
に
し
た
。
64
個
の
小
型
カ
ラ
ー
液
晶
パ
ネ

ル
を
独
自
の
方
法
で
2次
元
配
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。
�

関
連
記
事
・
用
語
解
説
：
50
イ
ン
チ
の
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
登
場
「
3D
液
晶
」
・
大
型

液
晶
テ
レ
ビ
、
04
～
05
年
に
ブ
レ
イ
ク
へ
・

シ
ャ
ー
プ
、
専
用
メ
ガ
ネ
不
要
の
立
体
表
示

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

買
っ
た
ら
、
ス
キ
ャ
ナ
が
欲
し
く
な
っ
た
？

・
視
点
：
プ
リ
ン
タ
ー
界
“
悲
運
の
エ
ー
ス

”
復
活
の
シ
ナ
リ
オ
・
米
A
c
tu
a
li
ty
 

S
ys
te
m
sが
立
体
画
像
表
示
シ
ス
テ
ム
を
公

開
へ
・
薄
型
・
大
画
面
化
は
ど
こ
ま
で
進
む

？
 F
P
D
テ
レ
ビ
の
挑
戦
�

01
-b

2,
3

3,
5

3次
元
表
示
,液
�

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
�

イ
, ス
イ
ッ
チ
�

液
晶
   
 

情
報
,コ
ン
ピ
�

ュ
タ
ー
家
電
�
B
iz
T
ec
h
20
02
／
9／
27

シ
ャ
ー
プ
、
専
用
�

メ
ガ
ネ
不
要
の
立
�

体
表
示
液
晶
デ
ィ
�

ス
プ
レ
イ
 

シ
ャ
ー
プ
と
シ
ャ
ー
プ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
（
英
国
）
は
20
02
年
9月
27
日
、
専
用
メ
ガ
ネ
を
必
要

と
し
な
い
3次
元
表
示
可
能
な
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
単
一
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
で
、
2次
元
ま
た
は
3次
元
両
方
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
切
り
替
え
て
表
示
で
き
る
の
が
特
徴
。
現
段
階

で
の
商
品
化
は
未
定
。
新
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
現
行
の
T
F
T
液
晶
に
独
自
開
発
の
“
ス
イ
ッ
チ
液
晶
”

を
組
み
込
む
こ
と
で
3次
元
表
示
を
実
現
す
る
。
ス
イ
ッ
チ
液
晶
が
、
光
の
進
行
方
向
を
制
御
し
、
閲
覧

者
の
右
目
と
左
目
に
対
し
て
異
な
る
画
像
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
。
閲
覧
者
が
両
方
の
画
像
を
合
わ
せ

て
見
る
と
3次
元
の
立
体
表
示
と
な
る
仕
組
み
。
片
目
で
見
た
場
合
は
立
体
的
に
は
見
え
な
い
。
な
お
、

右
目
用
、
左
目
用
の
両
方
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
前
面
中
央
付
近

に
限
ら
れ
る
た
め
、
閲
覧
者
は
コ
ン
テ
ン
ツ
が
立
体
的
に
見
え
る
位
置
ま
で
移
動
/調
整
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
現
段
階
で
は
試
作
機
で
あ
る
た
め
、
視
野
角
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
－
閲
覧
者
間
の
最
適
距
離

は
公
表
し
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
2次
元
コ
ン
テ
ン
ツ
を
表
示
す
る
と
き
は
、
ス
イ
ッ
チ
液
晶
を
電
気
的

に
制
御
し
て
、
両
方
の
眼
に
同
じ
画
像
を
表
示
す
る
こ
と
で
、
平
面
の
映
像
を
表
示
す
る
。
シ
ャ
ー
プ

は
今
後
、
3次
元
表
示
可
能
な
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
っ
た
事
業
や
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
コ

ン
テ
ン
ツ
メ
ー
カ
ー
や
ハ
ー
ド
/ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
と
協
力
や
提
携
を
図
り
、
3次
元
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立
す
る
予
定
で
あ
る
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立
時
期
は
未
定
。
　
�

シ
ャ
ー
プ
の
W
e
b
サ
イ
ト
　

ht
tp
:/
/w
w
w
.s
ha
rp
.c
o
.jp
/
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★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

01
-d

4
3

全
層
微
細
ピ
ッ
�

チ
Ｉ
Ｖ
Ｈ
,全
芳
�

香
性
ポ
リ
ア
ミ
�

ド
フ
イ
ル
ム
�
�

ス
タ
ッ
ク
Ｉ
Ｖ
�

Ｈ
、
膜
質
制
御
、
�

は
ん
だ
�

電
子
関
連
企
業
�

全
層
微
細
ピ
ッ
チ
�

Ｉ
Ｖ
Ｈ
多
層
基
板
�

技
術
�

全
層
微
細
ピ
ッ
チ
Ｉ
Ｖ
Ｈ
を
有
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
構
造
に
関
す
る
も
の
。
①
全
芳
香
性
ポ
リ
ア

ミ
ド
フ
イ
ル
ム
と
接
着
材
か
ら
な
る
絶
縁
シ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｔ
Ｅ
制
御
さ
れ
た
多
層
コ
ア

を
形
成
。
②
銅
ポ
ス
ト
メ
ッ
キ
と
S
n
/A
g
は
ん
だ
層
の
構
成
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
ク
Ｉ
Ｖ
Ｈ
構
造
を
可
能

と
し
た
。
③
S
n
/A
g
は
ん
だ
層
は
、
適
正
な
メ
ッ
キ
条
件
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
膜
質
制
御
が
可
能
で

あ
る
。
④
積
層
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
制
御
す
る
こ
と
で
、
は
ん
だ
に
よ
る
確
実
な
接
合
を
可
能
と
し
た
。

新
光
電
気
工
業
（
株
）
基
盤
技
術
研
究
所
�

01
-d

4
3

コ
ア
レ
ス
Ｂ
Ｇ
�

Ａ
基
板
�
�

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
�

Ｂ
Ｇ
Ａ
、
微
少
�

ビ
ア
ホ
ー
ル
�

電
子
関
連
企
業
�基
板
技
術
�

講
演
資
料
�
20
02
／
7／
1

コ
ア
レ
ス
Ｂ
Ｇ
Ａ
�

基
板
�

コ
ア
レ
ス
Ｂ
Ｇ
Ａ
基
板
の
開
発
に
関
す
る
も
の
。
先
ず
、
電
子
回
路
の
シ
ス
テ
ム
集
積
化
の
背
景
を
示

し
、
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
Ｂ
Ｇ
Ａ
の
諸
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ア
レ
ス
Ｂ
Ｇ
Ａ
の
キ
ー
と
な

る
技
術
を
示
し
、
各
種
デ
ー
タ
を
提
示
。
�
�

①
薄
型
で
高
密
度
配
線
、
高
速
対
応
の
可
能
な
新
し
い
基
板
を
開
発
。
②
ま
た
、
今
後
の
技
術
課
題
と

し
て
、
微
少
ビ
ア
ホ
ー
ル
接
続
信
頼
性
の
向
上
、
配
線
微
細
化
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
�
�

凸
版
印
刷
（
株
）
　
総
合
研
究
所
　
半
導
体
研
究
所
�
�

�

01
-d

4
3

オ
ー
ル
フ
レ
キ
�

シ
ブ
ル
多
層
回
�

路
基
板
�

電
子
関
連
企
業
�基
板
技
術
�

講
演
資
料
�
20
02
／
7／
1

オ
ー
ル
フ
レ
キ
シ
�

ブ
ル
多
層
回
路
基
�

板
�

オ
ー
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
多
層
回
路
基
板
に
関
す
る
も
の
。
�
�

基
板
開
発
動
向
と
し
て
①
量
産
対
応
中
で
は
、
　
プ
ロ
セ
ス
、
基
本
構
成
、
実
装
実
例
な
ど
②
少
量
試

作
対
応
中
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
、
プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー
、
基
本
構
成
、
材
料
設
計
、
信
頼
性
な
ど
が
示
さ
れ

る
。
今
後
の
技
術
展
開
も
示
さ
れ
て
い
る
。
�
�

日
東
電
工
（
株
）
　
ｴﾚ
ｸﾄ
ﾛﾆ
ｸｽ
 事
業
部
門
�
�

回
路
材
（
事
）
設
計
統
括
部
�

01
-d

4
3

一
括
積
層
S
S
P
、
�

１
６
層
構
造
   
 
電
子
関
連
企
業
�基
板
技
術
�

講
演
資
料
�
20
02
／
7／
1

一
括
積
層
S
S
P
に
�

よ
る
高
密
度
パ
ッ
�

ジ
基
板
 

一
括
積
層
S
S
P
に
よ
る
高
密
度
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
①
導
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
の
方
向
性
を
示
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
②
１
６
層
構
造
、
プ
ロ
セ
ス
、
技
術
的
デ
ー

タ
を
な
ど
紹
介
し
て
い
る
。
イ
ビ
デ
ン
（
株
）
技
術
開
発
本
部
　
開
発
第
一
グ
ル
ー
プ
�

01
-d

4
3

ポ
リ
イ
ミ
ド
基
�

板
、
半
導
体
パ
�

ッ
ケ
ー
ジ
�

基
板
�
、
積
層
�

時
の
ア
ラ
イ
メ
�

ン
ト
高
精
度
化
、
�

ビ
ア
接
続
導
電
�

部
材
   
 

電
子
関
連
企
業
�基
板
技
術
�

講
演
資
料
�
20
02
／
7／
1

ポ
リ
イ
ミ
ド
一
括
�

積
層
�
Ｉ
Ｖ
Ｈ
多
�

層
基
板
技
術
 

ポ
リ
イ
ミ
ド
基
板
一
括
積
層
Ｉ
Ｖ
Ｈ
多
層
配
線
板
に
関
す
る
も
の
。
基
板
の
小
型
高
密
度
化
と
フ
ァ
イ

ン
ピ
ッ
チ
化
の
技
術
動
向
を
受
け
て
の
対
応
を
示
し
。
基
板
の
構
造
、
プ
ロ
セ
ス
、
評
価
デ
ー
タ
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
基
板
の
応
用
分
野
を
紹
介
し
、
①
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
の
多
層
化
。
②

部
品
内
蔵
配
線
板
、
光
、
電
子
回
路
複
合
配
線
板
と
し
、
技
術
的
課
題
と
し
て
、
①
積
層
時
の
ア
ラ
イ

メ
ン
ト
高
精
度
化
。
②
ビ
ア
接
続
導
電
部
材
の
低
抵
抗
化
を
あ
げ
て
い
る
。
（
株
）
フ
ジ
ク
ラ
　
電
子

デ
バ
イ
ス
研
究
所
　
�

基
板
技
術
�

講
演
資
料
�
20
02
／
7／
1
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分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

02
-a

1,
2

1,
3

モ
バ
イ
ル
E
C
,�

電
子
商
取
引
,　
�

IE
E
E
80
2．
11
a�

無
線
LA
N

通
信
,情
報
家
�

電
�

次
世
代
規
格
は
家
�

電
に
照
準
　
20
05
�

年
に
は
10
0メ
ガ
�

超
へ
　
B
lu
et
o
o
t�

hは
携
帯
電
話
が
�

カ
ギ
�

20
05
年
を
目
指
し
て
，
世
界
各
国
の
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
が
10
0M
ビ
ッ
ト
／
秒
超
の
新
技
術
「
U
W
B
」
の
開

発
に
本
腰
を
入
れ
て
い
る
。
B
lu
e－
to
o
th
な
ど
既
存
の
近
距
離
無
線
規
格
も
，
携
帯
端
末
な
ど
へ
の
実
装
を
進

め
る
た
め
に
仕
様
を
強
化
し
て
い
る
。
 ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
D
V
D
や
ハ
ー
ド
・
デ
ィ
ス
ク
に
デ
ィ
ジ
タ
ル
録

画
し
た
り
，
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
の
メ
モ
リ
ー
に
蓄
積
し
た
→
M
P
3デ
ー
タ
を
再
生
す
る
な
ど
，
日
常
生
活

で
パ
ソ
コ
ン
を
介
さ
ず
に
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
現
在
は
機
器
同
士

を
IE
E
E
　
13
94
や
U
S
B
な
ど
の
コ
ー
ド
で
接
続
し
て
い
る
が
，
こ
れ
を
無
線
で
や
り
取
り
す
る
た
め
の
新
技
術

が
，
20
04
年
以
降
に
相
次
い
で
登
場
す
る
。
高
速
な
「
U
W
B
」
，
B
lu
et
o
o
th
の
次
世
代
仕
様
「
B
lu
et
o
o
th
1

．
2」
，
低
消
費
電
力
の
「
Z
ig
B
ee
」
で
あ
る
。
 い
ず
れ
も
現
時
点
で
は
具
体
的
な
製
品
が
登
場
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
，
標
準
化
や
製
品
開
発
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
普
及
の
鍵
を
握
る
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
価
格

水
準
も
，
パ
ソ
コ
ン
と
比
べ
て
商
品
単
価
が
安
く
部
品
コ
ス
ト
の
上
乗
せ
に
厳
し
い
家
電
や
携
帯
機
器
へ
の
実
装

を
狙
っ
て
，
1ド
ル
～
数
ド
ル
以
下
を
目
指
し
て
い
る
。
10
ド
ル
以
上
す
る
無
線
LA
N
と
比
べ
れ
ば
格
段
に
安
い

。
電
波
干
渉
の
低
減
や
製
品
コ
ス
ト
の
抑
制
な
ど
課
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
，
P
A
N
の
無
線
方
式
と
し
て
現
在
主

流
と
な
っ
て
い
る
無
線
LA
N
を
，
20
04
～
20
05
年
に
も
置
き
換
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
 無
線
LA
N
を
速
度
で
圧

倒
す
る
U
W
B
 P
ar
t1
で
示
し
た
よ
う
に
，
今
の
と
こ
ろ
高
速
な
近
距
離
無
線
の
主
役
と
し
て
，
無
線
L
A
N
が
ホ

ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
進
出
し
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
の
で
は
な

く
，
他
の
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
ー
と
の
間
で
，
大
容
量
の
映
像
デ
ー
タ
や
音
楽
デ
ー
タ
を
短
時
間
で
転
送
す
る
と

い
う
利
用
イ
メ
ー
ジ
だ
。
こ
う
し
た
大
容
量
の
デ
ー
タ
伝
送
の
用
途
で
，
将
来
無
線
LA
N
に
取
っ
て
代
わ
り
そ
う

な
技
術
が
U
W
B
で
あ
る
。
U
W
B
は
数
G
H
zと
非
常
に
幅
広
い
周
波
数
帯
を
使
っ
て
，
通
信
距
離
10
m
で
10
0M

ビ
ッ
ト
／
秒
か
ら
40
0M
ビ
ッ
ト
／
秒
も
の
高
速
デ
ー
タ
伝
送
を
実
現
す
る
。
最
大
で
も
54
M
ビ
ッ
ト
／
秒
，
実

効
20
M
ビ
ッ
ト
／
秒
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
無
線
LA
N
を
は
る
か
に
上
回
る
。
単
に
高
速
と
い
う
だ
け
で
な
く
，
出

力
が
小
さ
く
消
費
電
力
も
10
0ミ
リ
W
程
度
と
少
な
く
て
済
む
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
19
60
年
代
か
ら
米
国
で
軍

事
用
の
レ
ー
ダ
ー
技
術
と
し
て
開
発
さ
れ
て
き
た
が
，
米
連
邦
通
信
委
員
会
（
F
C
C
）
が
20
02
年
2月
，
民
間
利

用
を
解
禁
し
た
。
日
本
で
も
規
制
緩
和
に
向
け
た
動
き
が
急
だ
。
総
務
省
は
20
02
年
9月
，
U
W
B
の
国
内
利
用

に
関
す
る
技
術
的
条
件
に
つ
い
て
，
情
報
通
信
審
議
会
（
情
通
審
）
に
諮
問
し
た
。
3．
1G
～
10
．
6G
H
z帯
の

無
線
周
波
数
を
U
W
B
で
利
用
す
る
場
合
に
，
既
存
の
無
線
シ
ス
テ
ム
と
の
共
用
条
件
を
調
査
中
だ
。
情
通
審
は

20
03
年
9月
に
答
申
を
出
す
予
定
で
あ
る
。
�

02
-a

1
1,
3

遠
隔
地
,映
像
監
�

視
,Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
�

ラ
   
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
セ
キ
ュ
リ
テ
�

ィ
,情
報
観
察
�

B
iz
T
ec
h
20
02
／
10
／
7
N
T
T
-M
E
、
遠
隔
�

地
映
像
監
視
の
A
�

S
P
サ
ー
ビ
ス
開
始
 　
 

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
エ
ム
イ
ー
（
N
T
T
-M
E
、
本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
）
は
20
02
年
10
月
7日
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
遠
隔
地
の
映
像
監
視
が
で
き
る
A
S
P
サ
ー
ビ
ス
「
W
E
B
カ
メ
ラ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
」
を
10
月
8日
か
ら
始
め
る
と
発
表
し
た
。
A
D
S
L等
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
に
接
続
し
た
遠
隔

地
の
W
eb
カ
メ
ラ
の
映
像
を
、
同
社
の
映
像
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
P
ri
m
e 
S
ta
g
e」
の
映
像
配
信
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
可
能
に
す
る
。
　
最
大
1万
台

の
カ
メ
ラ
映
像
の
配
信
、
一
覧
表
示
が
で
き
、
7日
間
の
長
期
録
画
が
可
能
な
の
が
特
徴
。
施
設
監
視
、

街
頭
監
視
、
交
通
監
視
、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
等
の
不
法
投
棄
監
視
と
い
っ
た
用
途
や
、
新
生
児
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
自
然
・
動
植
物
の
観
察
す
る
学
習
教
材
、
農
林
水
産
業
で
の
状
況
確
認
用
と
い

っ
た
分
野
で
の
利
用
を
見
込
む
。
W
E
B
カ
メ
ラ
を
接
続
す
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
や
IS
P
は
、
利
用

者
の
目
的
や
利
用
環
境
に
応
じ
自
由
に
選
択
可
能
。
映
像
監
視
端
末
と
し
て
は
、
A
D
S
Lな
ど
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
回
線
（
1.
5M
b
p
s以
上
）
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
iモ
ー
ド
携
帯
電
話
機
、
画
像
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
対
応
し
た
P
D
A
端
末
で
も
監
視
可
能
。
ま
た
監
視
映
像
枠
内
の
特
定
箇
所
の
動
き
を
セ

ン
サ
ー
検
知
し
、
画
像
U
R
Lを
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
�

02
-a

1,
2

1,
3

非
接
触
,Ｉ
Ｃ
   
 
流
通
,家
電
カ
�

ー
ド
�

IT
 P
ro

20
03
／
3／
25

N
T
T
，
非
接
触
型
�

IC
を
使
う
決
済
プ
�

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
�

を
開
発
，
高
速
処
�

理
を
実
現
 

N
T
T
（
持
ち
株
会
社
）
は
20
03
年
3月
24
日
，
一
つ
の
非
接
触
型
IC
を
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
の
様

々
な
決
済
手
段
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
電
子
価
値
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
発
し
た
と
発

表
し
た
。
非
接
触
型
IC
を
内
蔵
し
た
ク
レ
ッ
ジ
ト
カ
ー
ド
や
携
帯
電
話
機
な
ど
を
，
専
用
の
読
み
取
り

装
置
を
内
蔵
し
た
交
通
機
関
の
改
札
や
店
舗
，
自
動
販
売
機
な
ど
で
決
済
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
IC
カ
ー
ド
対
応
の
公
衆
電
話
機
な
ど
を
介
し
た
チ
ケ
ッ
ト
売
買
に
も
利
用
で
き
る
と
い

う
。
N
T
T
が
開
発
し
た
新
シ
ス
テ
ム
で
は
，
非
接
触
型
IC
の
処
理
速
度
を
高
速
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

，
安
全
性
が
高
い
半
面
で
情
報
処
理
量
が
多
い
公
開
鍵
暗
号
へ
の
対
応
を
実
現
し
た
り
，
決
済
に
か
か

る
時
間
を
69
m
s秒
以
下
に
短
縮
し
た
。
ま
た
，
赤
外
線
通
信
方
式
「
Ir
D
A
」
や
短
距
離
無
線
方
式
「

B
lu
et
o
o
th
」
を
搭
載
し
た
携
帯
型
情
報
端
末
な
ど
を
介
し
て
，
非
接
触
型
IC
と
読
み
取
り
装
置
間
で
デ

ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
（
3月
24
日
発
表
）
。
�

日
経
コ
ミ
�

ュ
ニ
ケ
ー
�

シ
ョ
ン
�

20
03
／
3／
17
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分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

02
-a

1,
2

1,
3

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
,�

W
iM
ed
ia

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
通
信
,家
電
�

無
線
化
す
る
電
子
�

機
器
の
接
続
　
�
コ
ー
ヒ
シ
ョ
ッ
プ
や
図
書
館
な
ど
で
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
方
式
や
B
lu
et
o
o
th
（
有
効
範
囲
は
１
０
ｍ
で
最
大
速

度
１
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
）
に
よ
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
用
い
た
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
、
モ
デ
ム
、
テ
レ
ビ
や

D
V
D
な
ど
を
接
続
す
る
技
術
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
今
日
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
行
く
W
iM
ed
ia
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
た
に
開
発
さ
れ
た
W
iM
ed
ia
と
呼
ば
れ
る
方
式
は
、
９
０
ｍ
と
い
う
広
範

囲
の
無
線
接
続
が
可
能
で
、
ス
ピ
ー
ド
も
５
５
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
で
、
し
か
も
、
W
iF
iや
B
lu
et
o
o
th
よ
り
も
コ

ス
ト
と
電
力
消
費
で
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
。
Ｗ
ｉ
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
は
技
術
的
に
は
IE
E
E
　
80
2.
15
.3
と

呼
ば
れ
る
新
し
い
ワ
イ
ヤ
レ
ス
標
準
で
あ
り
、
認
可
も
近
い
と
み
ら
れ
る
。
対
応
と
な
る
機
器
と
し
て

は
、
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
、
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
家
電
製
品
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
が
特
に
操
作
し
な
く
て
も
接
続
の
た
め
に
す
べ
き
事
を
自
動
的
に
判
断
し

て
く
れ
る
と
い
わ
れ
る
技
術
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
H
ew
le
tt
-P
ac
ka
rd
 P
hi
lip
s 
S
am
su
ng
 S
ha
rp

の
ほ
か
6社
が
今
年
9月
　
W
iM
ed
ia
の
連
合
を
結
成
し
た
。
20
03
年
の
暮
れ
ま
で
に
は
実
用
化
が
見
込

ま
れ
る
。
�

02
-a

2,
3

1,
3,
5

無
線
,Ｉ
Ｃ
タ
グ
�

   
 

流
通
,管
理
�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
�日
経
ビ
ジ
�

ネ
ス
�

20
03
／
3／
17

無
線
IC
タ
グ
　
在
�

庫
を
減
ら
す
“
ご
�

ま
粒
チ
ッ
プ
”
 　
 超
小
型
の
IC
を
搭
載
し
た
荷
札
（
タ
グ
）
が
商
品
管
理
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
バ
ー
コ
ー
ド
に
代

わ
る
「
魔
法
の
杖
」
と
し
て
、
注
目
度
は
急
上
昇
中
だ
。
半
導
体
メ
ー
カ
ー
や
印
刷
会
社
に
よ
る
主
導

権
争
い
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
 在
庫
ゼ
ロ
、
欠
品
ゼ
ロ
、
盗
難
ゼ
ロ
…
。
「
無
線
IC
タ
グ
」
の
普

及
に
よ
っ
て
、
近
い
将
来
、
こ
ん
な
夢
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
 無
線
IC

タ
グ
と
は
、
ご
ま
粒
の
よ
う
な
超
小
型
の
IC
チ
ッ
プ
に
、
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
た
め
の
ア
ン
テ
ナ

を
つ
け
た
荷
札
（
タ
グ
）
の
こ
と
。
無
線
を
使
う
こ
と
で
、
離
れ
た
場
所
か
ら
複
数
の
タ
グ
の
情
報
を

一
遍
に
読
み
取
れ
る
こ
と
が
特
徴
だ
。
�

02
-a

1,
2

1,
3

無
線
通
信
,映
像
�

配
信
   
 

通
信
,家
電
イ
�

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
�N
E
 �

O
N
LI
N
E
　
�

C
T
IA
速
報
�20
03
／
3／
19

Q
U
A
LC
O
M
M
�

社
，
無
線
通
信
網
�

使
う
�

「
放
送
」
を
見
せ
�

る
  　
 

複
数
の
端
末
に
映
像
を
配
信
　
米
Q
U
A
L
C
O
M
M
社
は
，
携
帯
電
話
や
無
線
技
術
の
専
門
イ
ベ
ン
ト
「

C
T
IA
 W
ir
el
es
s 
20
03
」
の
会
場
で
，
無
線
通
信
網
に
よ
る
「
放
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
デ
モ
を
行
っ
た
。

下
り
最
大
2.
4M
ビ
ッ
ト
/秒
の
デ
ー
タ
伝
送
能
力
が
あ
る
「
C
D
M
A
20
00
1x
E
V
-D
O
（
E
V
-D
O
）
」
の

通
信
網
を
使
っ
て
，
複
数
の
携
帯
型
情
報
機
器
（
P
D
A
）
に
対
し
て
，
ビ
デ
オ
映
像
を
同
時
配
信
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 　
E
V
-D
O
で
は
，
基
地
局
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
に
送
信
す
る
デ
ー
タ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
基
地
局
が
管
理
し
，
時
間
多
重
し
て
送
出
す
る
こ
と
に
よ
り
多
重
効
率
を
上
げ
て
い
る
。
�

関
連
記
事
・
【
C
T
IA
速
報
】
ド
コ
モ
立
川
社

長
「
F
O
M
A
は
数
カ
月
中
に
1
0
0
万
ユ
ー
ザ

ー
を
超
え
る
」
・
【
C
eB
IT
速
報
】
「
iモ
ー

ド
端
末
は
2
0
0
3
年
第
3
四
半
期
ま
で
に
用
意

」
と
S
a
m
su
n
g
社
・
【
C
e
B
IT
 2
0
0
3
】
手

の
ひ
ら
に
入
る
ほ
ど
小
型
の
ケ
ー
タ
イ
，
欧

州
で
は
け
っ
こ
う
人
気
・
【
IE
E
E
速
報
】
議

長
選
挙
で
盛
り
上
が
る
「
次
世
代
モ
バ
イ
ル

」
，
副
議
長
は
米
ド
コ
モ
　
　
　
　
　
　
　

研
究
所
か
ら
・
【
C
e
B
IT
速
報
】
韓
国

S
am
su
ng
社
，
C
D
M
A
 2
00
0 
1x
E
V
-D
V
端

末
を
開
発
中
・
【
IE
E
E
速
報
】
IE
E
E
80
2の

「
次
世
代
モ
バ
イ
ル
」
に
，
参
加
者
も
驚
く

！
�

02
-a

1,
2

1,
3

デ
ジ
タ
ル
放
送
,�

編
集
ツ
ー
ル
   
 
家
電
,通
信
�

N
E
 �

O
N
LI
N
E
20
03
／
3／
14

B
S
/C
S
11
0度
/地
�

上
波
に
対
応
す
る
�

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
�

タ
放
送
用
B
M
L編
�

集
ツ
ー
ル
，
メ
デ
�

ィ
ア
キ
ャ
ス
ト
が
�

発
売
 

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
放
送
分
野
向
け
の
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト
は
，
デ
ジ
タ

ル
・
デ
ー
タ
放
送
用
B
M
L
（
B
ro
ad
ca
st
 M
ar
ku
p
 L
an
g
u
ag
e）
編
集
ツ
ー
ル
「
F
o
lia
g
e」
を
発
表

し
た
（
ニ
ュ
ー
ス
・
リ
リ
ー
ス
）
。
従
来
は
B
S
/C
S
11
0度
/地
上
波
ご
と
に
専
用
の
編
集
ツ
ー
ル
が
必

要
だ
っ
た
。
F
o
lia
g
eは
そ
れ
ぞ
れ
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
向
け
の
編
集
を
1製
品
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う

。
価
格
は
1ラ
イ
セ
ン
ス
98
万
円
（
税
別
）
で
，
3月
末
か
ら
出
荷
を
始
め
る
予
定
。
編
集
方
法
は
，
テ

キ
ス
ト
と
G
U
Iの
両
方
に
対
応
す
る
。
�

S
m
al
l B
iz
 2
00
2／
10
／
15
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号
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目
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予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

02
-a

2
3

対
干
渉
能
力
,周
�

波
数
�

通
信
,家
電
�

「
無
線
受
信
機
の
�

対
干
渉
能
力
に
標
�

準
値
を
」
米
F
C
C
�

が
コ
メ
ン
ト
の
�

募
集
を
開
始
，
第
�

1タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
�

放
送
か
 　
�

米
F
ed
er
al
 C
o
m
m
un
ic
at
io
ns
 C
o
m
m
is
si
o
n（
F
C
C
：
連
邦
通
信
委
員
会
）
は
，
無
線
機
器
の
電
波

受
信
時
の
対
干
渉
能
力
に
関
す
る
標
準
を
定
め
る
考
え
を
示
し
た
上
で
，
コ
メ
ン
ト
を
一
般
募
集
す
る

と
発
表
し
た
（
P
D
F
形
式
の
発
表
資
料
）
。
こ
う
し
た
標
準
を
定
め
る
狙
い
は
，
周
波
数
の
有
効
利
用

を
促
進
し
，
新
た
な
電
波
資
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
無
線
機
器
に
は
こ
の
種
の
標
準

は
必
ず
し
も
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
，
干
渉
に
対
す
る
弱
い
機
器
が
市
場
に
流
入
し
，

新
た
な
電
波
を
使
っ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
拓
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
。
た
だ
し
，
発
表
資

料
な
ど
に
よ
る
と
，
こ
の
標
準
値
に
つ
い
て
は
政
府
が
定
め
る
と
い
う
手
法
で
は
な
く
，
業
界
が
自
主

的
に
設
定
す
る
な
ど
，
民
間
が
主
導
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
 今
回
の
通
告
の
正

式
な
タ
イ
ト
ル
は
「
In
te
rf
e
re
n
c
e
 I
m
m
u
n
it
y 
P
e
rf
o
rm
a
n
c
e
 S
p
e
c
if
ic
a
ti
o
n
s 
F
o
r 
R
a
d
io
 

R
ec
ei
ve
rs
; R
ev
ie
w
 o
f 
th
e 
C
o
m
m
is
si
o
n’
s 
R
ul
es
 a
nd
 P
o
lic
ie
s 
A
ff
ec
tin
g
 t
he
 C
o
nv
er
si
o
n 

to
 D
ig
it
a
l T
e
le
vi
si
o
n
」
。
リ
リ
ー
ス
な
ど
で
は
直
接
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
，
名
称
に
「
D
ig
it
a
l 

T
el
ev
is
io
n」
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
て
お
り
，
地
上
波
放
送
が
今
回
の
標
準
設
定
の
大
き
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
�

関
連
記
事
・
N
H
K
の
第
30
回
番
組
技
術
展
か

ら
・
ソ
ニ
ー
の
切
手
大
チ
ュ
ー
ナ
，
携
帯
型

機
器
に
特
化
し
て
消
費
電
力
低
減
・
【
ど
う

な
る
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
・
テ
レ
ビ
放
送
】
「

9
社
会
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
，
　
放
送
局

と
携
帯
電
話
事
業
者
の
利
害
調
整
に
苦
慮
�

02
-b

2,
3

3,
5

自
己
修
復
,衛
星
�

通
信
   
 

通
信
,宇
宙
衛
生
　
　
　
�

jij
w
eb

20
03
／
3／
17

通
信
総
研
、
故
障
�

し
て
も
自
己
修
復
�

す
る
新
衛
星
通
信
�

シ
ス
テ
ム
 　
 

通
信
総
合
研
究
所
の
小
川
康
雄
研
究
員
、
西
永
望
研
究
員
ら
は
、
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
に
、
機
能
を
柔

軟
に
変
更
で
き
る
柔
軟
性
を
取
り
入
れ
、
壊
れ
て
も
自
己
修
復
し
、
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
長
く
使
え
る

「
柔
ら
か
い
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
を
仙
台
市
の
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
る
電
子
情
報
通

信
学
会
で
22
日
に
発
表
す
る
。
一
部
が
壊
れ
て
も
残
っ
た
部
分
で
シ
ス
テ
ム
全
体
を
再
構
築
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
�

04
-a

2
5

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
　
　
　
　
�

抗
脆
弱
性
ク
ラ
�

ス
タ
技
術
実
験
�

シ
ス
テ
ム
   
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
,�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
,�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
�

N
E
C
 

20
02
／
9／
11

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
�

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
�

す
る
研
究
開
発
の
�

効
率
化
の
た
め
の
�

「
抗
脆
弱
性
ク
ラ
�

ス
タ
技
術
実
験
シ
�

ス
テ
ム
」
　
  　
 

独
立
行
政
法
人
通
信
総
合
研
究
所
は
、
頻
発
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
や
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
の
「
抗
脆
弱
性
ク
ラ
ス
タ
実
験
技
術
シ
ス
テ
ム
」
を
、
日
本
電
気
株
式
会
社
と
共
同
で

構
築
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
開
発
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
た

び
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
の
評
価
実
験
な
ど
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
に
対
処
す
る
方
法
や
、
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
ア
タ
ッ
ク
に
対
処
す
る
方
法
な
ど
を
実
験

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
従
来
、
脆
弱
性
実
験
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
は
、
実
際
に
サ
ー

バ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
本
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
成
の
効
率
化
・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
実
現
の
た
め
の
、
仮
想
マ
シ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

(V
M
w
ar
e 
G
S
X
 S
er
ve
r)
を
活
用
し
、
物
理
的
に
は
4台
の
サ
ー
バ
を
、
仮
想
的
に
最
大
32
台
に
ま
で
拡

張
し
た
実
験
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
構

成
・
ソ
フ
ト
構
成
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
の
実
験
シ
ス
テ
ム
を
擬
似
的
に
構
築
で
き
、
こ
の
構
築
し
た

実
験
環
境
を
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
保
存
し
、
再
利
用
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
実
験
の
目
的
に
あ
わ
せ
た
最

適
な
シ
ス
テ
ム
環
境
を
短
時
間
で
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
本
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、
未
知
の

攻
撃
に
耐
え
う
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
技
術
確
立
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
サ
ー
バ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
攻
撃
に
よ
る
影
響
お
よ
び
攻
撃
に
対
す
る
耐
性
の
評
価
実
験
を
開
始
し
、
「
抗
脆

弱
性
ク
ラ
ス
タ
技
術
実
験
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
の
基
本
的
な
技
術
を
確
立
し
て
い
く
。
�

02
-a

1,
2

1,
3

Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
   
通
信
,介
護
福
祉
�I
T
 P
ro

20
03
／
3／
17

N
T
T
ド
コ
モ
，
G
�

P
S
機
能
付
き
携
�

帯
電
話
を
発
売
�

N
T
T
ド
コ
モ
は
3月
27
日
，
G
P
S
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
機
能
を
搭
載
し
た
iモ
ー
ド
対
応
携
帯
電

話
機
「
ム
ー
バ
F
66
1i
」
を
4月
下
旬
に
販
売
開
始
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
ム
ー
バ
F
66
1i
で
は
，
G
P
S

機
能
を
使
う
た
め
の
専
用
の
ボ
タ
ン
が
用
意
さ
れ
て
お
り
，
“
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
”
で
現
在
地
の
測
位
を

行
い
，
周
辺
地
図
を
画
面
に
表
示
で
き
る
。
測
定
し
た
位
置
情
報
を
地
図
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
登
録

し
，
そ
こ
で
位
置
を
確
認
で
き
る
W
eb
ペ
ー
ジ
の
U
R
Lを
，
メ
ー
ル
で
ほ
か
の
iモ
ー
ド
端
末
に
送
信
で

き
る
。
 こ
の
ほ
か
，
位
置
情
報
に
メ
モ
を
つ
け
て
，
保
存
す
る
こ
と
も
可
能
。
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
の

場
所
を
記
録
し
て
お
き
た
い
よ
う
な
場
合
に
利
用
で
き
る
。
G
P
S
対
応
の
iモ
ー
ド
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は

，
ゼ
ン
リ
ン
デ
ー
タ
コ
ム
と
サ
イ
バ
ー
ド
が
提
供
す
る
地
図
コ
ン
テ
ン
ツ
「
ゼ
ン
リ
ン
携
帯
マ
ッ
プ
」

や
，
ウ
ォ
ー
カ
ー
プ
ラ
ス
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
が
提
供
す
る
タ
ウ
ン
情
報
の
「
W
al
ke
rs
 i」
な
ど
8種
類

の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
位
置
情
報
の
精
度
は
屋
外
で
数
m
～
数
十
m
。
本
体
サ
イ
ズ
は
幅

49
×
奥
行
き
28
×
高
さ
97
m
m
(折
り
畳
み
時
)，
重
量
は
約
11
5g
(電
池
込
み
)。
連
続
待
ち
受
け
時
間
は

約
47
0時
間
で
，
連
続
通
話
時
間
は
約
14
0分
。
デ
ー
タ
通
信
速
度
は
96
00
ビ
ッ
ト
/秒
で
あ
る
。
価
格

は
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
だ
が
，
実
売
価
格
は
1万
円
台
に
な
る
見
通
し
。
�

N
E
 �

O
N
LI
N
E
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�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

04
-b

1,
2,
3

3
情
報
家
電
,e
P
A
�

G
E
,ア
ン
チ
・
�

エ
ア
リ
ア
ス
処
�

理
�

家
電
,情
報
携
�

帯
機
器
�

ポ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
時
代
�

の
eP
A
G
E
 　
�

IA
（
情
報
家
電
）
機
器
へ
の
応
用
を
狙
い
，
小
さ
な
画
面
に
ペ
ン
を
な
ぞ
る
だ
け
で
拡
大
縮
小
が
自
由

自
在
に
で
き
る
新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
eP
A
G
E
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
開
発
し
た
の
は
，
英
国

の
ピ
ク
セ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
　
（
P
ic
se
l T
ec
hn
o
lo
g
ie
s）
で
あ
る
。
同
社
は
，
ア
ー
ム
社
と

同
様
，
技
術
を
ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
り
供
与
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
得
，
さ
ら
に
製
品
に
組
み
込
ん
だ
後

に
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
し
て
も
収
入
を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
も
つ
。
今
の
日
本
の
IT
ベ
ン

ダ
ー
に
必
要
な
の
は
，
同
社
の
よ
う
に
開
発
し
た
技
術
や
製
品
に
対
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス
お
よ
び
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
に
よ
る
収
入
を
本
格
的
に
求
め
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
。
英
国
の
ピ
ク
セ
ル
社
の
eP
A
G
E
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
独
自
の
技
術
で
あ
り
，
今
後
の
開
発
製
品
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
　
日

本
の
携
帯
電
話
キ
ャ
リ
ア
，
携
帯
電
話
メ
ー
カ
ー
と
も
交
渉
中
の
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
，
携
帯
電
話

や
P
D
A
，
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
小
さ
な
液
晶
画
面
し
か
使
え
な
い
装
置
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
ペ
ン

を
画
面
の
下
か
ら
上
へ
斜
め
方
向
に
な
ぞ
る
と
画
面
の
内
容
が
拡
大
，
上
か
ら
下
へ
な
ぞ
る
と
縮
小
す

る
と
い
う
も
の
。
ア
ン
チ
・
エ
ア
リ
ア
ス
処
理
に
よ
り
，
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
く
っ
き
り
し
た
拡
大

文
字
や
拡
大
画
像
が
見
え
る
(同
社
W
W
W
サ
イ
ト
の
関
連
情
報
)。
　
M
ic
ro
s
o
ft
 W
o
rd
や

P
o
w
er
P
o
in
t，
P
D
F
な
ど
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
，
JP
E
G
や
T
IF
F
、
M
P
E
G
-2
/4
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
画
像
，
映
像
の
フ
ァ
イ
ル
を
も
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
上
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

04
-b

1,
2

3,
5

電
子
自
治
体
,�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
   
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
�

,ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�B
iz
T
ec
h 
20
02
／
10
／
18
政
府
の
IT
戦
略
本
�

部
「
各
府
省
　
情
�

報
化
統
括
責
任
者
�

（
C
IO
）
連
絡
会
�

議
」
の
設
置
を
決
�

定
�

20
02
年
9月
19
日
、
政
府
の
IT
戦
略
本
部
の
会
合
で
「
各
府
省
　
情
報
化
統
括
責
任
者
（
C
IO
）
連
絡
会

議
」
の
設
置
を
決
定
し
た
。
こ
の
中
で
電
子
自
治
体
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
取
り
分
け
「
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
C
IO
は
こ
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
け
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
O
E
C
D
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
情
報
シ
ス
テ
ム

に
依
存
す
る
も
の
を
、
可
用
性
、
機
密
性
、
保
全
性
の
欠
如
に
起
因
す
る
危
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
」

が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
目
的
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
て
、
な

ぜ
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
答
え
は
大
き
く
3つ
く
ら
い
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
　
【
1】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
。
公
の
組
織
で
あ
る
ゆ

え
に
、
不
正
ア
タ
ッ
ク
な
ど
の
対
象
と
な
り
や
す
い
。
　
【
2】
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
む
や
み
に
停
止
し
た
り
す
る
品
質
の
悪
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、
そ

の
ま
ま
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
　
【
3】
秘
匿
性
が
高
い
重
要
な
デ
ー
タ
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
万
が
一
、
漏
洩
す
る
と
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
C
IO
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
打
つ

べ
き
か
？
こ
れ
に
つ
い
て
も
3つ
の
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
【
1】
制
度
・
ル
ー
ル
面
か
ら
の

対
策
 い
わ
ゆ
る
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
を
整
備
す
る
な
ど
、
自
治
体
内
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
作
っ
た
り
、
個
人
情
報
保
護
法
の
よ
う
な
法
的
整
備
を
行
う
こ
と
。
　
【
2】
シ

ス
テ
ム
面
か
ら
の
対
策
管
理
デ
ー
タ
の
暗
号
化
や
各
種
の
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
の
採
用
、
あ

る
い
は
シ
ス
テ
ム
運
用
施
設
に
お
け
る
災
害
対
策
や
浸
入
対
策
等
を
施
す
こ
と
。
　
【
3】
運
用
管
理
面

か
ら
の
対
策
組
織
・
人
事
管
理
の
側
面
、
あ
る
い
は
職
員
へ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
教
育
・
啓
蒙

等
の
実
施
。
最
も
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
3つ
の
側
面
を
十
分
に
意
識
し
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
対

応
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
各
側
面
を
一
見
し
て
分
か
る
通
り
、
自
治
体
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
部
署
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
対
応
を
行
う

た
め
に
は
、
C
IO
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
大
き
な
意
義
を
持
つ
の
で
C
IO
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

期
待
さ
れ
る
。
�

IT
P
ro
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号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
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場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

04
-b

1,
2,
3

3,
5

複
合
型
ウ
イ
ル
�

ス
,大
規
模
感
染
,�

予
防
,再
感
染
防
�

止
,ポ
リ
シ
ー
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
セ
キ
ュ
リ
テ
�

ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
�

『
企
業
を
ウ
イ
ル
�

ス
大
規
模
感
染
か
�

ら
効
果
的
に
守
�

る
』
　
ト
レ
ン
ド
�

マ
イ
ク
ロ
の
ウ
イ
�

ル
ス
対
策
新
構
想
　
 　
�

�

ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ
株
式
会
社
（
本
社
：
東
京
都
渋
谷
区
 代
表
取
締
役
：
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
チ
ャ
ン
）
は

、
複
合
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
規
模
感
染
や
ウ
イ
ル
ス
被
害
に
よ
る
生
産
性
低
下
を
予
防
し
、
企
業
に

お
け
る
情
報
資
産
と
企
業
価
値
を
効
果
的
に
守
る
企
業
向
け
ウ
イ
ル
ス
対
策
新
構
想
と
し
て
「
ト
レ
ン

ド
マ
イ
ク
ロ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
 プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
 ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
（
以
下
、
T
M
 E
P
S
）
を
発
表

し
た
。
ま
た
、
こ
の
「
T
M
 E
P
S
」
構
想
発
表
に
と
も
な
い
、
お
客
様
の
様
々
な
ご
要
望
に
応
え
る
た
め

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
弊
社
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
幅
広
く
提
供
す
る
新
し
い
「
パ
ー
ト
ナ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表
し
、
企
業
向
け
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
の
拡
大
を
図
る
。
「
ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク

ロ
　
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
 プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
 ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
　
概
要
「
P
E
_N
IM
D
A
」
と
い
っ
た
複

合
型
ウ
イ
ル
ス
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
被
害
が
広
ま
る
大
規
模
感
染
を
引
き
起
こ
す
上
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
に
感
染
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
一
台
で
も
残
っ
て
い
る
と
再
感
染
を
繰
り
返
す
な
ど
、
ウ
イ

ル
ス
パ
タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
の
配
信
を
待
っ
て
対
策
を
行
う
従
来
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
方
法
だ
け
で
は
大
規

模
感
染
を
防
ぎ
き
れ
な
い
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
や
情
報
資
産
が
日
々
変
化
し
重
要
性
を
増
し

て
い
る
一
方
で
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
も
急
速
に
変
化
し
続
け
て
い
る
現
在
、
企
業
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
時
の
被
害
は
、
駆
除
／
修
復
作
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
情
報
漏
洩
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

低
下
等
に
つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
る
。
企
業
の
危
機
管
理
と
し
て
効
果
的
な
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
変
化
し
続
け
る
環
境
に
合
わ
せ
た
ウ
イ
ル
ス
パ
タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
の
提
供
に
加
え
、
予

防
や
再
感
染
防
止
の
ポ
リ
シ
ー
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
配
信
し
て
い
く
仕
組
み
が
重
要
と

な
る
。
今
回
発
表
す
る
「
T
M
 E
P
S
」
は
、
ウ
イ
ル
ス
発
生
か
ら
終
息
ま
で
に
関
わ
る
一
連
の
対
応
（
以

下
：
ウ
イ
　
ル
ス
ア
ウ
ト
ブ
レ
ー
ク
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）
を
集
中
管
理
し
、
企
業
の
情
報
資
産
を
「

P
E
_N
IM
D
A
」
以
降
の
新
し
い
脅
威
か
ら
守
り
、
感
染
被
害
と
対
策
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
る
ウ
イ

ル
ス
対
策
新
構
想
で
あ
る
。
�

04
-b

1,
2,
3

1,
3,
5

災
害
復
旧
プ
ラ
�

ン
,ミ
ッ
シ
ョ
�

ン
・
ク
リ
テ
ィ
�

カ
ル
,ア
プ
リ
ケ
�

ー
シ
ョ
ン
中
断
�

保
険
建
設
　
　
　
�IT
P
ro

20
02
／
3／
30

災
害
対
策
を
怠
っ
�

て
い
る
中
小
企
業
 　
 米
G
ar
tn
er
は
「
中
小
企
業
の
多
く
は
災
害
対
策
を
怠
っ
て
い
る
な
ど
と
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

中
小
企
業
の
多
く
が
災
害
復
旧
や
事
業
継
続
の
た
め
プ
ラ
ン
を
導
入
し
て
い
な
い
理
由
の
一
つ
に
，
高

い
コ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
大
半
は
堅
牢
で
，
中
小
企
業
に
と
っ
て
法
外

な
ほ
ど
高
価
で
あ
る
。
包
括
的
な
災
害
復
旧
プ
ラ
ン
を
導
入
し
て
い
る
中
小
企
業
は
わ
ず
か
35
％
。
危

機
管
理
，
緊
急
時
対
策
，
ビ
ジ
ネ
ス
復
旧
，
ビ
ジ
ネ
ス
再
開
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
中
小
企
業
が
１
0

％
を
下
回
る
と
い
う
。
「
中
小
企
業
の
多
く
は
，
昨
年
9月
11
日
の
対
米
同
時
テ
ロ
と
同
規
模
の
災
害
が

我
が
身
に
降
り
か
か
る
　
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
通
常
業
務
を
妨
げ
，
企
業
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
可
能
性
が
最
も
大
き
い
の
は
，
電
子
メ
ー
ル
経
由
の
ウ
イ
ル
ス
や
停
電
な
ど
，
多
数
の
比

較
的
“
軽
症
”
な
出
来
事
で
あ
る
。
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
分
，
リ
ス
ク
も
高
く
な
る
」
　
ま
た
，

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
断
は
，
そ
の
80
％
が
人
為
的
ミ
ス
や
プ
ロ

セ
ス
の
障
害
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
技
術
の
欠
陥
や
環
境
の
障
害
，
ま
た
は
災
害
が
原

因
と
な
る
の
は
わ
ず
か
20
％
で
あ
る
。
中
小
企
業
が
，
事
業
継
続
や
災
害
回
復
プ
ラ
ン
の
た
め
の
投
資

額
を
検
討
す
る
際
は
，
業
務
停
止
に
よ
っ
て
被
る
損
害
額
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
不
測
の
事

態
に
お
け
る
対
策
を
立
て
て
お
く
こ
と
で
，
速
や
か
に
業
務
を
復
旧
し
，
生
き
残
り
の
チ
ャ
ン
ス
を
拡

大
で
き
る
と
い
う
。
�
�

�

・
動
向
－
－
多
様
化
す
る
災
害
対
策
（
上
）

　
・
同
時
多
発
テ
ロ
を
教
訓
に
，
IT
リ
ー
ダ

ー
が
な
す
べ
き
こ
と
　
・
「
同
時
多
発
テ
ロ

が
IT
産
業
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
総
額

1
5
8
億
ド
ル
」
と
米
調
査
会
社
　
・
ま
だ
ま

だ
続
く
IT
業
界
の
給
与
減
少
，
注
目
の
職
種

は
災
害
回
復
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
　
・
【

T
e
c
h
W
e
b
特
約
】
万
全
で
な
い
危
機
管
理

，
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
の
人
材
は
不
足
　
・

9
0
％
の
企
業
/組
織
が
ウ
イ
ル
ス
な
ど
何
ら

か
の
ア
タ
ッ
ク
を
経
験
，
米
誌
の
調
査
�

04
-b

1,
2

1,
3

診
断
サ
ー
ビ
ス
�

,リ
ス
ク
管
理
能
�

力
,環
境
リ
ス
ク
   環
境
保
険
�

N
IK
K
E
I �

N
E
T

20
02
／
11
／
8
損
保
ジ
ャ
パ
ン
、
�

工
場
の
環
境
リ
ス
�

ク
を
診
断
　
�

損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
工
場
で
の
化
学
物
質
の
漏
え
い
や
土
壌
汚
染
な
ど
の
環
境
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
約
12
0の
設
問
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
企
業
の
リ
ス
ク
管
理

能
力
を
判
定
す
る
。
土
壌
汚
染
防
止
な
ど
新
た
な
環
境
規
制
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
企
業
の
需
要
を
取

り
込
む
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
東
京
・
新
宿
）
が
業
務
を
手

掛
け
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
、
排
ガ
ス
処
理
な
ど
の
環
境
装
置
の
運
転

状
況
、
地
下
水
汚
染
の
観
測
体
制
な
ど
、
18
分
野
の
診
断
項
目
を
設
け
た
。
約
一
週
間
で
項
目
ご
と
に

改
善
が
必
要
な
点
な
ど
を
記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
す
る
。
要
望
が
あ
れ
ば
実
際
に
工
場
を
調
査
す
る

詳
細
な
リ
ス
ク
診
断
も
請
け
負
う
。
排
ガ
ス
や
排
水
処
理
施
設
、
化
学
物
質
の
保
管
状
況
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
具
体
的
な
改
善
提
案
な
ど
を
実
施
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
価
格
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
簡
易
診
断

が
1万
円
。
年
内
は
無
料
に
す
る
。
現
地
調
査
は
一
事
業
所
で
30
万
円
以
上
。
今
年
度
10
00
万
円
の
受

注
を
目
指
す
。
�

ト
レ
ン
ド
�

マ
イ
ク
ロ
 
20
02
／
6／
26
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★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

04
-d

1,
2,
3

3,
5,
7

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
�

ホ
ー
ル
,ワ
ー
ム
�

,ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

障
害
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
セ
キ
ュ
リ
テ
�

ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
�

世
界
規
模
の
ネ
ッ
�

ト
障
害
、
再
発
防
�

止
の
た
め
に
　
　
 　
�

�

S
Q
L 
S
er
ve
r　
２
０
０
０
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
悪
用
す
る
ワ
ー
ム
（
ウ
イ
ル
ス
）
が
原
因

で
世
界
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
ワ
ー
ム
は
公
開
用
の
サ
ー
バ
ー
で

な
く
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
な
マ
シ
ン
は
い
つ
で
も
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
し
て
ワ
ー
ム
が
仕
込
ま
れ
る
と
、
被
害
は
自
分
の
マ
シ
ン
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
全
体
を
危
機
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
は
た
ま
た
ま
S
Q
L 
S
er
ve
r 
20
00
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
だ
。
今
回
の
ワ
ー
ム
被
害
を
教
訓

に
、
個
々
の
マ
シ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ァ
イ
ア
ウ

オ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
同
様
で
あ
る
。
本
当
に
必
要
な
ポ
ー
ト
だ
け
を
開

け
る
よ
う
に
す
る
。
今
回
狙
わ
れ
た
の
が
U
D
P
 1
43
4番
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ポ
ー
ト
を
閉
じ
る
だ

け
で
は
意
味
が
な
い
。
他
の
ポ
ー
ト
を
狙
わ
れ
た
ら
お
し
ま
い
で
あ
る
。
ま
ず
は
す
べ
て
の
ポ
ー
ト
を

閉
じ
て
、
必
要
な
ポ
ー
ト
だ
け
を
開
け
る
よ
う
に
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
ポ
ー
ト
を
閉
じ
れ
ば
パ
ッ

チ
を
適
用
し
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
内
部
の
ユ
ー
ザ
ー
に
意
図
的
に
攻
撃

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
無
意
識
に
ワ
ー
ム
を
持
ち
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か

ら
だ
。
「
N
im
d
a」
ワ
ー
ム
の
被
害
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ワ
ー
ム
は
ど
こ
か
ら
侵
入
す
る
か

分
か
ら
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
“
入
り
口
”
で
守
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
個
々
の
マ
シ
ン
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
も
高
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
eg
re
ss
（
出
方
向
）
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
も
施

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
い
く
ら
守
り
を
固
め
て
も
、
R
A
S
経
由
や
モ
バ
イ
ル
・
マ

シ
ン
経
由
で
ワ
ー
ム
が
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
り
込
む
可
能
性
が
あ
る
。
自
組
織
が
“
加
害
者
”

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
外
向
き
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
制
限
を
施
す
（
ポ
ー
ト
を
閉
じ
る
）
必

要
が
あ
る
。
　
�
�

�

05
-a

1,
2,
3

3,
5

臨
床
試
験
デ
ー
�

タ
,電
子
デ
ー
�

タ
収
集
,Ｅ
Ｄ
Ｃ
�イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
コ
ン
ピ
ュ
タ
�

ー
医
療
　
　
　
�B
iz
B
oa
rd

20
03
／
1／
29

フ
ェ
ー
ズ
フ
ォ
ワ
�

ー
ド
、
電
子
デ
ー
�

タ
収
集
ソ
フ
ト
を
�

発
売
　
 　
 

フ
ェ
ー
ズ
フ
ォ
ワ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
は
電
子
デ
ー
タ
収
集
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
ソ
フ
ト
を
2月
末
を
メ
ド
に
発
売
す

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、
臨
床
試
験
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
た
め
、
試
験
期
間
を
大
幅
に

短
縮
で
き
る
。
ソ
フ
ト
名
は
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
Ｊ
」
。
臨
床
試
験
施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
上
で

製
薬
会
社
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
直
接
入
力
さ
れ
る
た
め
、
正
確
な
デ
ー
タ
が
即
時
回
収
で
き
る
。

自
動
的
に
デ
ー
タ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
も
あ
り
、
誤
記
入
の
修
正
も
簡
単
に
で
き
る
。
海
外
展
開
を

進
め
る
製
薬
会
社
な
ど
に
は
24
時
間
対
応
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。
初
年
度
は
10
社
へ
の
導
入

す
る
こ
と
で
5億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。
 

04
-d

1,
2

1,
3,
5

デ
ィ
ザ
ス
タ
・
�

リ
カ
バ
リ
,危
�

機
管
理
対
策
機
�

構
   

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
�

保
険
�

IT
P
ro

20
02
／
9／
6

災
害
復
旧
は
シ
ス
�

テ
ム
づ
く
り
と
体
�

制
整
備
 　
�

今
は
シ
ス
テ
ム
面
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ザ
ス
タ
・
リ
カ
バ
リ
（
災
害
復
旧
）
で
最
も

注
力
す
べ
き
は
体
制
作
り
で
あ
る
と
、
米
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
エ
ク
ス
チ
ェ

ン
ジ
（
C
P
E
，
h
tt
p
:/
/w
w
w
.c
p
ew
o
rl
d
.o
rg
/）
の
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ミ
レ
ス
副
会
長
は
苦
言
を
呈
し
て

い
る
。
C
P
E
は
災
害
時
の
業
務
継
続
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
米
国
の
N
P
O
（
非
営
利
団
体
）
で
あ
る

。
ラ
ミ
レ
ス
副
会
長
は
こ
れ
ま
で
，
災
害
後
に
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
だ
け
が
残
っ
て
，
そ
れ
を
運
用
す

る
人
や
体
制
が
そ
ろ
わ
ず
機
能
し
な
か
っ
た
事
例
を
何
度
も
見
て
き
た
と
い
う
。
復
旧
の
た
め
の
体
制

が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
デ
ィ
ザ
ス
タ
・
リ
カ
バ
リ
は
，
経
営
者
の
ビ
ジ

ネ
ス
戦
略
に
基
づ
い
た
シ
ス
テ
ム
を
正
し
く
運
用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

」
と
強
調
す
る
。
そ
の
た
め
，
「
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
欠
か
せ
ず
，
経
営
者
は
デ
ィ
ザ
ス
タ

・
リ
カ
バ
リ
の
必
要
性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
ラ
ミ
レ
ス
副
会
長
は
，

「
デ
ィ
ザ
ス
タ
・
リ
カ
バ
リ
は
，
シ
ス
テ
ム
や
体
制
を
構
築
し
た
だ
け
で
も
不
十
分
」
と
語
る
。
「
そ

れ
ら
が
実
情
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
を
常
に
見
直
し
て
，
改
善
す
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
訴
え
る
。

い
ざ
と
い
う
時
に
，
本
当
に
役
に
立
つ
も
の
を
用
意
す
る
の
は
，
か
な
り
困
難
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ

。
C
P
E
は
今
後
，
日
本
の
デ
ィ
ザ
ス
タ
・
リ
カ
バ
リ
の
研
究
団
体
で
あ
る
「
危
機
管
理
対
策
機
構
」
と

の
提
携
を
深
め
て
い
く
。
デ
ィ
ザ
ス
タ
・
リ
カ
バ
リ
に
関
す
る
情
報
共
有
や
改
善
活
動
を
協
力
し
て
行

う
。
�

＜
“
災
害
復
旧
”
関
連
＞
　
・
ス
ナ
ッ
プ
シ

ョ
ッ
ト
と
テ
ー
プ
は
補
完
す
る
存
在
だ
 

(2
0
0
2
/0
9
/0
4
)　
・
米
S
y
m
a
n
te
c
が
「

N
o
rt
o
n 
S
ys
te
m
W
o
rk
s 
20
03
」
を
発
表
，
   
  

W
eb
最
適
化
ツ
ー
ル
を
加
え
ア
ン
チ
ウ
イ
ル

ス
機
能
を
強
化
 (2
00
2/
09
/0
4)
　
・
サ
ン
が

ス
ト
レ
ー
ジ
管
理
ソ
フ
ト
を
発
表
，
“
真
の

オ
ー
プ
ン
化
”
を
目
指
す
 (2
00
2/
08
/2
7)
　

・
米
IB
M
，
ス
ト
レ
ー
ジ
・
サ
ー
バ
ー
「

S
ha
rk
」
の
新
モ
デ
ル
「
M
o
d
el
 8
00
」
と
　

　
「
同
8
0
0
 T
u
r
b
o
」
を
発
表
 

(2
00
2/
07
/1
6)
　
・
日
立
が
異
機
種
ス
�

B
iz
B
oa
rd
 
20
03
／
1／
29
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分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

07
-a

2,
3,
4

3,
5,
10

ユ
ビ
キ
タ
ス
,ユ
�

ビ
キ
タ
ス
ID
,リ
�

ア
ル
タ
イ
ム
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
家
電
情
報
�

ユ
ビ
キ
タ
ス
化
に
�

IP
v6
は
要
ら
な
い
�

（
坂
村
　
健
 東
京
�

大
学
教
授
）
　
　
 　
�

�

ユ
ビ
キ
タ
ス
化
に
IP
v6
は
要
ら
な
い
（
坂
村
　
健
 東
京
大
学
教
授
・
Y
R
P
ユ
ビ
キ
タ
ス
研
究
所
長
 ）
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
極
小
の
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
メ
モ
リ
ー
を
埋
め
込
み
相
互
に
通
信
す
る

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
現
実
に
な
る
時
代
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
考
え
方
は
以
前
か
ら
あ

っ
た
が
，
技
術
の
進
化
で
半
導
体
チ
ッ
プ
の
小
型
化
が
進
ん
だ
結
果
可
能
に
な
っ
た
。
例
え
ば
，
日
立
製
作
所
の

通
信
機
能
付
き
半
導
体
チ
ッ
プ
「
ミ
ュ
ー
チ
ッ
プ
」
は
0．
4m
m
角
。
20
03
年
は
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
標
準
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
採
用
し
た
製
品
が
続
々
登
場
す
る
。
 ユ
ビ
キ
タ
ス
の
世
界
で
は
，
人
と

人
，
人
と
モ
ノ
だ
け
で
な
く
，
身
の
回
り
の
モ
ノ
と
モ
ノ
が
通
信
す
る
。
例
え
ば
，
シ
ャ
ツ
に
温
度
セ
ン
サ
ー
付

き
の
チ
ッ
プ
を
埋
め
込
め
ば
，
シ
ャ
ツ
が
人
間
の
体
温
情
報
を
エ
ア
コ
ン
に
送
信
し
，
エ
ア
コ
ン
が
室
温
を
自
動

的
に
調
節
す
る
。
通
信
に
は
既
存
の
通
信
方
式
の
う
ち
適
切
な
も
の
を
使
う
。
 端
末
へ
の
負
荷
が
大
き
い
IP
v6

は
不
向
き
で
あ
り
、
核
と
な
る
技
術
開
発
は
済
ん
で
い
る
。
今
後
の
課
題
は
，
実
社
会
で
利
用
す
る
際
に
個
々
の

モ
ノ
に
割
り
当
て
る
12
8ビ
ッ
ト
の
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ID
」
の
番
号
体
系
の
整
備
や
管
理
で
あ
る
。
 ユ
ビ
キ
タ
ス
ID

は
，
IP
v6
ア
ド
レ
ス
と
は
違
う
。
IP
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
が
少
な
い
分
，
端
末
に
処
理
負
荷

が
か
か
る
プ
ロ
ト
コ
ル
。
極
小
チ
ッ
プ
に
載
せ
る
の
が
困
難
な
上
に
，
生
活
空
間
で
の
利
用
に
重
要
な
「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
性
」
（
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速
さ
な
ど
）
を
確
保
で
き
な
い
。
通
信
方
式
は
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
方
が

よ
く
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
通
信
す
る
際
に
は
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
を
介
し
て
IP
に
変
換
し
て
や
れ
ば
済
む
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
面
で
も
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
家
の
中
の
モ
ノ
す
べ
て
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
な
ん
て
誰
も
望
ん
で

い
な
い
だ
ろ
う
。
「
す
べ
て
の
通
信
を
IP
で
統
一
」
と
い
う
考
え
は
見
直
す
べ
き
あ
る
。
ま
た
、
自
律
的
な
端
末

が
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
む
 （
村
井
　
純
 慶
応
義
塾
大
学
教
授
・
W
ID
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
 ）
は
IP
v6
に
と
っ
て

節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
W
in
d
o
w
sX
P
に
IP
v6
が
標
準
搭
載
さ
れ
，
個
人
向
け
の
IP
v6
接

続
サ
ー
ビ
ス
も
複
数
始
ま
っ
た
。
IP
v6
を
使
う
た
め
の
“
準
備
”
は
基
本
的
に
済
ん
だ
と
言
え
る
。
 2
00
3年
の

課
題
は
，
実
際
に
IP
v6
を
使
う
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
私
は
二
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
一
つ
は
，
IP
v6
の
「
ノ
ン
P
C
」
へ
の
展
開
で
あ
る
。
ノ
ン
P
C
と
は
例
え
ば
，
車
の
ワ
イ
パ
ー
や
ブ
レ
ー

キ
。
こ
こ
に
IP
v6
を
載
せ
れ
ば
，
街
中
の
雨
の
情
報
や
道
路
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
集
め
ら
れ
る
。
今
ま
で
捨

て
て
い
た
情
報
を
集
め
る
こ
と
で
大
き
な
価
値
が
生
ま
れ
，
ま
っ
た
く
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
実
現
す
る
可
能
性
が

広
が
る
。
 ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
は
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
を
摘
む
 も
う
一
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
，
家
庭
な
ど
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
改
革
で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
，
N
A
T
機
能
を
果
た
す
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
を
な
く
し

て
，
各
ネ
ッ
ト
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
直
接
つ
な
ぐ
形
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
創
造
す
る
の
に
も
，
ネ
ッ
ト
端
末
を
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
な
し
に
“
自
律
”
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
あ

る
。
 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
端
末
の
仲
立
ち
を
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
は
，
ネ
ッ
ト
端
末
と
そ
の
上
で
の
サ
ー
ビ
ス

の
自
由
な
発
展
を
阻
害
す
る
。
ま
た
，
配
下
の
端
末
の
数
が
増
え
た
り
，
通
信
速
度
が
高
速
化
す
る
と
，
ゲ
ー
ト

ウ
エ
イ
の
処
理
能
力
を
超
え
て
し
ま
う
。
自
由
な
サ
ー
ビ
ス
を
作
る
た
め
に
は
，
中
継
ノ
ー
ド
に
は
何
も
さ
せ
な

い
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
は
，
扱
う
情
報
の
価
値
に
応
じ
て
端
末
ご
と
に
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
。
 IP
v6
は
，
創
造
的
な
未
来
へ
の
挑
戦
の
た
め
に
あ
る
の
で
あ
る
。
　
�
�

�

07
-a

2,
3,
4

3,
5,
7

レ
ゾ
ナ
ン
ト
,共
�

鳴
,コ
ミ
ュ
ニ
ケ
�

ー
シ
ョ
ン
,IP
v6
　
　
　
　
　
　
　
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
�

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
通
信
,情
報
　
　
　
�

日
経
コ
ミ
�

ュ
ニ
ケ
ー
�

シ
ョ
ン
�

20
03
／
1／
6

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
�

の
扉
を
IP
v6
が
開
�

く
　
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
　
 　
 

N
T
T
は
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
「
“
光
”
新
世
代
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
「
エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド

で
つ
な
が
る
→
レ
ゾ
ナ
ン
ト
（
共
鳴
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
に
は
，
IP
v6
で
な
い
と
は

じ
ま
ら
な
い
」
と
考
え
、
20
07
年
の
完
成
を
目
指
す
新
し
い
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
，
IP
v6
と
IP
v4
の

双
方
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
IP
v6
は
ア
ド
レ
ス
の
長
さ
が
12
8ビ
ッ
ト
で
事
実
上
無
限

に
近
い
個
数
の
ア
ド
レ
ス
を
使
え
る
 。
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
，
N
T
T
の
生
き
残
り
の
鍵
を
握
る
。
IP
v6

は
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
技
術
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
 当
初
は
IP
v4
ア
ド
レ
ス
の
枯
渇
問
題
へ
の

解
決
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
が
，
IP
v4
ア
ド
レ
ス
の
消
費
ペ
ー
ス
が
鈍
り
始
め
た
こ
と
で
，
必
要

性
を
疑
問
視
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
，
20
02
年
末
に
な
っ
て
，
一
気
に
新
し
い
展
開
が
開

け
て
き
た
。
具
体
的
に
は
，
!N
T
T
グ
ル
ー
プ
や
K
D
D
Iな
ど
国
内
大
手
通
信
事
業
者
が
相
次
い
で
IP
v6

に
本
腰
を
入
れ
た
，
"個
人
向
け
パ
ソ
コ
ン
へ
の
標
準
搭
載
が
進
み
，
サ
ー
ビ
ス
実
験
も
始
ま
っ
た
，
#

20
03
年
に
中
国
が
IP
v6
を
本
格
的
に
推
進
し
始
め
る
―
―
と
い
う
よ
う
に
三
方
向
か
ら
追
い
風
が
吹
い

て
き
た
。
 個
人
向
け
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
 米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
20
02
年
9月
に
「
W
in
d
o
w
s　

X
P
　
S
er
vi
ce
　
P
ac
k　
1」
や
「
W
in
d
o
w
s　
C
E
　
．
N
E
T
」
な
ど
で
IP
v6
の
正
式
サ
ポ
ー
ト
を
始

め
た
こ
と
は
，
IP
v6
の
進
展
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
今
後
，
新
し
く
発
売
さ
れ
る
P
D
A
や
パ
ソ
コ
ン

の
多
く
が
，
標
準
で
IP
v6
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
�

日
経
コ
ミ
�

ュ
ニ
ケ
ー
�

シ
ョ
ン
�

20
03
／
1／
6
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分
類
記
号
�丁
目
�

普
及
予
測
�技
術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市
場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情
報
源
�
日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�
本
文
�

関
連
情
報
�

C
 情
報
通
信
�

07
-a

2,
3

3,
5,
10

次
世
代
バ
ー
コ
�

ー
ド
,R
FI
D
タ
グ
�

,ユ
ビ
キ
タ
ス
ID
,�

オ
ー
ト
ID

家
電
,携
帯
機
器
�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
�

東
大
・
坂
村
氏
と
�

慶
大
・
村
井
氏
が
�

次
世
代
バ
ー
コ
ー
�

ド
規
格
で
対
立
　
　
 　
�

�

家
電
製
品
や
自
動
車
、
食
品
、
衣
服
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
製
品
が
自
ら
デ
ー
タ
を
発
信
す
る
時
代
が
目
前
に
迫
っ
て
き
た

。
こ
れ
を
実
現
す
る
新
技
術
が
「
R
F
ID
（
R
ad
io
 F
re
q
u
en
cy
 Id
en
ti
fic
at
io
n
）
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
「

次
世
代
バ
ー
コ
ー
ド
」
の
呼
び
声
が
高
い
。
例
え
ば
、
牛
乳
パ
ッ
ク
側
に
埋
め
込
ま
れ
た
、
無
線
通
信
IC
と
ア
ン
テ
ナ

か
ら
な
る
ゴ
マ
粒
大
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
R
F
ID
タ
グ
」
が
自
身
の
「
ID
番
号
」
を
発
信
す
る
。
一
方
、
冷
蔵
庫
は
受
信
し

た
ID
番
号
に
対
応
付
け
ら
れ
た
製
品
情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
取
得
す
る
。
普
及
を
促
進
す
る

う
え
で
ID
番
号
の
コ
ー
ド
体
系
や
、
製
品
情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
効
率
良
く
処
理
す
る
た
め
の
記
述
言
語
な
ど
の
標

準
化
が
欠
か
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
規
格
作
り
の
主
導
権
を
巡
り
、
2つ
の
団
体
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る

。
１
つ
は
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
M
IT
）
主
導
に
よ
る
「
オ
ー
ト
ID
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
・
ス
ト
ア
ー
ズ
、
P
&
G
な
ど
の
大
手
小
売
業
、
消
費
財
メ
ー
カ
ー
50
社
の
ほ
か
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
管
理
団
体

で
あ
る
米
国
コ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
、
国
際
E
A
N
協
会
な
ど
が
名
を
連
ね
る
巨
大
組
織
で
あ
る
。
既
に
日
本
支
部
の
立
ち
上

げ
も
決
定
し
て
お
り
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
の
村
井
純
氏
が
「
実
用
化
に
必
要
な
関
連
技
術
の
研
究
と
、
標
準
化
活
動

を
進
め
る
」
と
言
う
。
も
う
一
方
は
東
京
大
学
教
授
の
坂
村
健
氏
が
率
い
る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ID
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

こ
ち
ら
は
N
E
C
、
日
立
製
作
所
ら
が
参
加
し
、
来
春
に
も
実
証
実
験
を
開
始
す
る
。
「
オ
ー
ト
ID
が
物
流
分
野
で
の
利

用
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
ID
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の
無
形
物
に
も
ID
番
号

を
つ
け
る
」
（
坂
村
氏
）
。
組
織
と
し
て
は
後
発
だ
が
、
「
既
に
基
礎
研
究
を
終
え
て
お
り
、
最
高
の
技
術
が
手
の
内

に
あ
る
」
と
言
う
。
坂
村
氏
が
開
発
し
た
ト
ロ
ン
（
T
R
O
N
）
O
S
（
基
本
ソ
フ
ト
）
は
、
携
帯
電
話
や
家
電
と
い
っ
た

組
み
込
み
機
器
の
大
多
数
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
強
気
な
発
言
の
後
ろ
に
は
R
F
ID
タ
グ
と
組
み
合
わ
せ
て
使
う
ハ
ー
ド

を
握
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
見
え
隠
れ
す
る
。
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
国
を
ま
た
ぐ
物
流
で
異
な
る
種
類
の
ID
番
号

を
つ
け
る
の
は
、
ム
ダ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
だ
が
、
日
本
の
IT
（
情
報
技
術
）
学
会
を
代
表
す
る
両
教
授
の
間

で
、
仕
様
す
り
合
わ
せ
へ
の
具
体
的
な
メ
ド
は
一
切
、
立
っ
て
い
な
い
。
絶
賛
の
後
一
転
し
て
、
手
の
ひ
ら
返
し
の
理

由
を
坂
村
氏
は
、
実
は
6月
に
発
売
し
た
著
書
『
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
革
命
』
の
中
で
は
オ
ー
ト
ID
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
を
極
め
て
好
意
的
に
紹
介
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
立
す
る
団
体
を
ぶ
ち
上
げ
た
の
に
は
い

く
つ
か
理
由
が
あ
る
。
そ
の
1つ
が
R
F
ID
で
利
用
す
る
電
波
帯
の
問
題
で
あ
る
。
オ
ー
ト
ID
セ
ン
タ
ー
は
91
5メ
ガ
ヘ

ル
ツ
帯
の
使
用
を
推
し
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
で
は
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
る
帯
域
で
あ
る
。
ID

番
号
に
ひ
も
づ
け
る
製
品
情
報
の
置
き
場
所
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
を
想
定
す
る
オ
ー
ト
ID
セ
ン
タ
ー
の
考

え
方
に
も
反
意
を
示
す
と
同
時
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
脆
弱
性
も
指
摘
す
る
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
と
も
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
甘
い
。
ユ
ビ
キ
タ
ス
ID
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
担
保
す
る
」
（
坂
村

氏
）
。
一
方
、
村
井
氏
は
「
使
い
方
と
社
会
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
技
術
も
埋
も
れ
て
し
ま
う
」
と
言
う
。
オ

ー
ト
ID
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
や
可
能
性
を
徐
々
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
た
「
全

世
界
的
な
標
準
規
格
」
を
作
り
上
げ
る
構
え
だ
。
両
者
の
歩
み
寄
り
が
望
ま
れ
る
。
　
�
�

07
-a

2,
3

3,
5,
10

P
v4
,IP
v6
,ノ
ン
�

P
C
,ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
家
電
,ト
ン
ネ
�

リ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
�

通
信
無
線
ネ
ッ
�

ト
ワ
ー
ク
　
　
　
�日
経
コ
ミ
�

ュ
ニ
ケ
ー
�

シ
ョ
ン
�

20
03
／
1／
6

IP
v6
が
必
要
に
な
�

る
の
は
，
ノ
ン
P
�

C
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
家
電
」
�

（
慶
応
義
塾
大
学
 �

村
井
純
教
授
）
　
 　
 

慶
応
義
塾
大
学
の
村
井
純
教
授
は
，
「
既
存
の
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
は
IP
v4
で
も
よ
い
。
IP
v6
が
必
要
に
な
る
の
は
，
ノ

ン
P
C
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
家
電
」
と
指
摘
す
る
。
 技
術
や
利
用
環
境
の
上
で
は
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
家
電
と
連
携
す
る

IP
v6
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
だ
。
 あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
通
信
機
能
が
付
く
 通
信
機
能
を

持
つ
の
は
，
家
電
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
通
信
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
，
相
互
に
通
信
す
る
→
ユ
ビ
キ
タ
ス

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
，
い
よ
い
よ
実
装
技
術
な
ど
が
具
体
化
し
て
き
た
。
「
20
03
年
は
無
線
通
信
機
能
を
持
つ
→
IC
タ

グ
を
埋
め
込
ま
れ
た
モ
ノ
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
始
ま
る
年
に
な
る
」
（
慶
応
義
塾
大
学
・
村
井
教
授
）
。
 も
っ

と
も
，
モ
ノ
に
直
接
IP
v6
を
搭
載
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
。
IP
v6
と
は
異
な
る
ID
の
付
与
を
進
め

る
動
き
も
あ
る
。
た
だ
，
ア
プ
ロ
ー
チ
は
違
っ
て
も
目
指
す
ゴ
ー
ル
は
同
じ
。
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現

を
目
指
す
動
き
は
，
単
な
る
IP
v6
の
推
進
に
と
ど
ま
ら
ず
，
新
し
い
通
信
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
の
大
き

な
潮
流
に
な
り
そ
う
だ
。
 中
国
は
IP
v6
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
動
き
出
す
 IP
v6
に
と
っ
て
IP
v4
ア
ド
レ
ス
の
枯
渇
問
題
は
，

も
は
や
開
発
動
機
の
一
つ
で
し
か
な
い
。
一
方
で
，
IP
電
話
な
ど
エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド
の
通
信
へ
の
ニ
ー
ズ
は
急

増
。
N
T
T
も
20
02
年
11
月
に
生
き
残
り
を
か
け
て
，
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
現
の
た
め
，
IP
v6
対
応
の
新
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
 IP
v4
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
IP
v6
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
家
電
の
利
用
環
境

を
実
現
で
き
る
ト
ン
ネ
リ
ン
グ
と
い
う
技
術
を
使
え
ば
，
ア
ク
セ
ス
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
IP
v6
に

対
応
し
て
い
な
く
て
も
IP
v6
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
家
電
を
利
用
す
る
環
境
を
容
易
に
構
築
で
き
る
。
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ユ
ビ
キ
タ
ス
、
Z
�

80
と
16
K
バ
イ
ト
�

の
R
A
M
で
T
C
P
/�

IP
を
処
理
可
能
に
　
 　
 

組
み
込
み
機
器
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
な
ど
を
手
が
け
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
は
、
T
C
P
/I
P
の
処
理
に
向
け
た
、
8ビ
ッ

ト
・
マ
イ
コ
ン
「
Z
80
」
搭
載
の
評
価
ボ
ー
ド
を
開
発
し
た
。
10
M
H
zで
動
く
Z
80
コ
ア
で
独
自
開
発
し
た
「

T
C
P
/I
P
-O
S
」
と
呼
ぶ
O
S
を
動
作
さ
せ
る
こ
と
で
、
E
th
er
n
et
を
使
っ
た
約
15
kビ
ッ
ト
/秒
の
通
信
を
可
能
に

す
る
。
�

・
N
E
C
、
1
0
個
の
C
P
U
コ
ア
を
内
蔵
し
た

T
C
P
/I
P
オ
フ
ロ
ー
ド
・
エ
ン
ジ
ン
開
発
  ・

M
a
c
w
o
rl
d
 S
F
：
高
速
化
、
大
型
化
、
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
へ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
続
く
  ・
米

X
il
in
x
、
P
o
w
e
rP
C
コ
ア
集
積
し
た
F
P
G
A
「

V
ir
te
x-
II
 P
R
O
」
発
表
   
・
米
G
re
e
n
 H
ill
sが

「
P
o
w
e
rP
C
」
向
け
リ
ア
ル
タ
イ
ム
O
S
発
表
  

・
米
T
ra
n
sm
e
ta
が
組
み
込
み
用
プ
ロ
セ
サ
「

C
ru
so
e 
S
E
」
を
発
表
  ・
R
am
b
u
s社
、
6.
4G

ビ
ッ
ト
/秒
の
シ
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を

開
発
  ・
ID
F
：
動
き
出
す
P
C
I E
xp
re
s
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2,
3

3,
5,
7

ユ
ビ
キ
タ
ス
情
�

報
社
会
,シ
ス
テ
�

ム
・
ソ
リ
ュ
ー
�

シ
ョ
ン
�

企
業
,個
人
�

ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ラ
�

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
グ
�

ル
ー
プ
　
関
連
会
�

社
２
社
を
合
併
�

―
新
会
社
を
設
立
�

日
立
製
作
所
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
は
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
情
報
社
会
に
お
け
る
シ

ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
関
連
会
社
で
あ
る
「
株
式
会
社
日
立
画
像
情
報
シ

ス
テ
ム
」
と
「
株
式
会
社
日
立
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ
」
の
２
社
を
合
併
し
、
本
年
４

月
１
日
付
で
「
株
式
会
社
日
立
ア
ド
バ
ン
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
」
と
し
た
。
今
回
、
情
報
処
理
機
器
・
デ
ジ

タ
ル
Ａ
Ｖ
機
器
等
の
開
発
設
計
及
び
ミ
ド
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
設
計
会
社
で
あ
る
「
株
式
会
社
日
立

画
像
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
、
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
核
と
し
た
シ
ス
テ
ム
・
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
会
社
で
あ
る
「
株
式
会
社
日
立
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ
」
の
合
併
に
よ
っ
て
、
Ｉ

Ｔ
と
Ａ
Ｖ
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
に
跨
る
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
融
合
し
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
情
報
社
会
に
向

け
て
ベ
ス
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
く
。
近
年
の
放
送
・
通
信
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
、
高
速
デ

ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
進
展
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
、
携
帯
電
話
／
Ｐ
Ｄ
Ａ
、
Ｔ
Ｖ
、
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の

各
種
情
報
機
器
の
間
で
デ
ー
タ
・
音
声
・
映
像
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も

・
誰
と
で
も
情
報
が
共
有
さ
れ
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
情
報
社
会
の
到
来
が
ま
じ
か
に
じ
か
に
来
て
い
ま
す
。

新
会
社
の
設
立
に
よ
っ
て
、
今
後
ユ
ビ
キ
タ
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
し
て
い
く
体
制
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
デ
ジ
タ

ル
映
像
・
モ
バ
イ
ル
分
野
で
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
技
術
を
創
造
し
、
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
や

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
他
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
に
よ
る
連
携
強
化
、
自
己
裁
量
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
に
よ
り
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
事
業

拡
大
を
進
め
、
ま
た
、
新
た
な
事
業
体
と
し
て
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の
中
に
あ

っ
て
、
水
平
分
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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